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注意

印刷の時点で、 本書の内容が完全で、 正確である こ と を保証で

き るよ う 最大限の努力を払っ ていますが、 情報は予告な く 変更

される こ とがあ り ます。

保証

Avaya Inc. では、この製品に対する限定保証を行っています。 限
定保証の詳細については、 販売契約を参照し て く だ さ い。 保証

期間中の Avaya の標準保証の内容および本製品のサポー ト に関

する情報については、 以下の Web サイ ト を参照し て く だ さい。

http://www.avaya.com/support

補聴器との互換性

自動ゲイ ン コ ン ト ロールが使用不可にされている場合、2400 シ

リーズの電話機には補聴器互換性 （HAC） があるため、 すべて

のユニ ッ ト には 「HAC」 と印刷されています。

不正通話の防止

不正通話とは、 許可のない者 （企業の従業員、 代理店、 下請け

業者、 および代理人でない者など） による通信システムの無断

使用です。 システムの利用にあた っ ては、 不正通話が行われる

危険性があ り、 不正通話が行われた場合には、 通信サービスに

ついて相当額の追加料金が発生する可能性がある点に注意し て

く だ さい。

Avaya による不正通話の介入

不正通話が行われている疑いがあ り、 技術的なサポー ト が必要

な場合は、 テ クニカルサービスセン タの不正通話介入ホ ッ ト ラ

イ ン 1-800-643-2353 までご連絡 く だ さ い （米国またはカナダ

の場合）。

免責事項

Avaya は、 発行済みの本書に対するその内容の変更、 追加、 削

除については、 それが Avaya が実行したものでない限り責任を

負いません。 顧客またはエン ド ユーザーは、 本書の内容に対し

て自らが実行し た変更、 追加、 削除の範囲内において、 それら

の実行結果に起因または関連する権利の主張、 訴訟、 要求、 審

判を、 Avaya、 Avaya の代理店、 下請け業者、 および従業員に

対し ていっ さい行わないこ とに同意する ものと し ます。

サポー ト が必要になった時の連絡先

サポー ト が必要な場合の各問い合わせ先については、 以下の

Avaya のサポー ト Web サイ ト を参照し て く だ さい。

http://www.avaya.com/support 
サービスが提供されている地域に応じ て、 以下のいずれかの手

順に従って く だ さい。

• 米国内の場合は、「Escalation Contacts」 を ク リ ッ ク し ます。

次に、 必要なサポー ト の種類に応じ た リ ン ク を ク リ ッ ク し

ます。

• 米国外の場合は、「Escalation Contacts」 を ク リ ッ ク し ます。

次に、 「International Services」 を ク リ ッ クする と、 各地域

の主要問い合わせ先のリ ス ト が表示されます。

通信セキュ リ テ ィ の提供

音声、 データ、 ビデオ通信の通信セキュ リ テ ィ とは、 あらゆる

種類の侵入、 つま り、 何者かによる企業の通信装置の無断使用

や悪意のあるアクセス、 使用を防止する こ と です。

企業の 「通信装置」 には、 Avaya 製品と、 Avaya 製品を通じ て

アクセスできるその他の音声 / データ / ビデオ装置（つま り「ネ ッ

ト ワーク装置」） の両方が含まれます。

「部外者」 とは、 企業の従業員、 代理店、 下請け業者、 または代

理人ではない者です。 一方 「悪意がある者」 とは、 悪意を持っ

てまたはいたずら を目的と し て通信装置にア クセス し よ う とす

る者を指し ますが、 ア クセス許可を受けている者である場合も

あ り ます。

そのよ う な侵入は、 次のよ う な理由で、 同期 （時分割多重化お

よび回線ベース） または非同期 （キャ ラ ク タ、 メ ッ セージ、 ま

たはパケ ッ ト ベース） の装置やイ ン タ フ ェ ースに対し て、 また

はそれら を通じ て行われます。

• 利用 （アクセス し た装置の特別の機能など）

• 窃盗 （知的財産、 資産、 または料金機能へのア クセスなど）

• 盗聴 （人のプ ラ イバシーの侵害）

• いたずら （問題を発生するが実害はない、 不正な変更）

• 実害 （有害な変更、 データの損失や変更、 動機や意図は問

わない）

システムや、 ネ ッ ト ワーク装置で接続された装置には、 許可の

ない侵入が行われる危険性がある と い う 点に注意 し て く だ さ

い。 また、 そのよ う な侵入があった場合は、人 / データのプ ラ イ

バシー、 知的財産、 有形資産、 財源、 労働コ ス ト 、 法的コ ス ト

を始めと し た さ まざまな損害を企業がこ う むる可能性がある こ

と をご了承 く だ さい。

企業における通信セキュ リ テ ィ の責任

システムと ネ ッ ト ワークで接続された装置のセキュ リ テ ィ を確

保する う えでの最終的な責任は、Avaya の顧客システム管理者、

ユーザー企業が契約し ている通信業者、 およびユーザー企業の

マネージ ャ にあ り ます。 個々の義務を遂行するにあた っ ては、

これまで蓄積し てきた知識および以下を始めと し た リ ソースに

基づいて く だ さい。

• 設置用ド キュ メ ン ト

• システム管理ド キュ メ ン ト

• セキュ リ テ ィ ド キュ メ ン ト

• ハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ アベースのセキュ リ テ ィ ツール

• ユーザー企業と通信業者との共有情報

• 通信セキュ リ テ ィ の専門家

通信装置への侵入を防止するにあた っ ては、 ユーザー企業 と

ユーザー企業の通信業者が以下のプログラムと設定を慎重に行

う必要があ り ます。

• ユーザー企業の Avaya 製通信システムと通信業者のイ ン タ

フ ェース

• ユーザー企業の Avaya 提供ソ フ ト ウ ェ アアプ リ ケーシ ョ ン

と基底と なっているハー ド ウ ェ ア / ソ フ ト ウ ェ アプ ラ ッ ト

フ ォームおよびイ ン タ フ ェ ース

• 上記以外で、 ユーザー企業の Avaya 製品にネ ッ ト ワーク接

続されている各装置

標準規格への準拠

Avaya Inc. は、 本装置の無許可の変更、 または Avaya Inc. 指定

以外の接続ケーブルや装置への交換、 接続が原因と な ったラ ジ

オやテレビの干渉については、 責任を負いません。 このよ う な

許可のない変更、 交換、 接続による干渉は、 ユーザーの責任で

解決する必要があ り ます。 ユーザーには、 Avaya Inc. が明示的

に承認 し ていない変更や改良を行 う と、 本装置利用に関する

ユーザーの権利が取り消される場合がある こ とについて、 連邦

通信委員会 （FCC） 規則のパー ト 15 に従った警告がな されて

います。

製品安全規格

本製品は、 該当する以下の国際的な製品安全規格に準拠し てい

ます。

Compliance with IEC for Electrical Equipment （IEC 電気機器安

全規格適合性） （IECEE） CB-96A に記載された、 関連するあら

ゆ る 各国差分規格 を 含む Safety of Information Technology
Equipment （IT 機器の安全性） IEC 60950 第 3 版、 または IEC
60950-1 第 1 版。

http://www.avaya.com/support
http://www.avaya.com/support/


Safety of Information Technology Equipment （IT 機器の安全性）

CAN/CSA-C22.2 No. 60950-00 / UL 60950 第 3 版、 または

CAN/CSA-C22.2 No. 60950-1-03 / UL 60950-1。

Safety Requirements for Customer Equipment （顧客端末の安全

性要件）、 ACA 規格 （TS） 001 - 1997。

適宜、 メ キシ コ国家規格 NOM 001 SCFI 1993、 NOM SCFI 
016 1993、 NOM 019 SCFI 1998 のいずれかまたは 2 つ以上。

電磁両立性 （EMC） 規格

本製品は、 以下の国際的な EMC 規格および関連するすべての

各国差分規格に準拠し ています。

Limits and Methods of Measurement of Radio Interference of 
Information Technology Equipment （IT 機器の無線干渉に関す

る制限と測定方法）、 CISPR 22:1997 および EN55022:1998。

Information Technology Equipment （IT 機器） - Immunity 
Characteristics （イ ミ ュニテ ィ 特性） - Limits and Methods of 
Measurement （制限と測定方法）、 CISPR 24:1997 および

EN55024:1998。 以下を含む。

• Electrostatic Discharge （静電気放電） （ESD） IEC 
61000-4-2

• Radiated Immunity （放射イ ミ ュニテ ィ ） IEC 61000-4-3
• Electrical Fast Transient （電気的フ ァ ス ト ト ラ ンジ ェ ン ト ）

IEC 61000-4-4
• Lightning Effects （雷の影響） IEC 61000-4-5
• Conducted Immunity （伝導イ ミ ュニテ ィ ） IEC 61000-4-6
• Mains Frequency Magnetic Field （電源周波磁場） IEC 

61000-4-8
• Voltage Dips and Variations （電圧下落および変動） IEC 

61000-4-11
Power Line Emissions （電気系統放射） IEC 61000-3-2: 
Electromagnetic compatibility （電磁両立性） （EMC） - パー ト

3-2 制限 - 高調波電流放射に関する制限

Power Line Emissions （電気系統放射） IEC 61000-3-3: 
Electromagnetic compatibility （電磁両立性） （EMC） - パー ト

3-3: 制限 - 公衆低電圧源システムにおける電圧変化、 電圧変動

およびフ リ ッ カの制限

連邦通信委員会による声明

パー ト 15 ：

パー ト 68 ： 応答監視信号

適切な応答監視信号を使用し ない方法で この装置を動作させる

こ とは、 パー ト 68 の規則に違反し ます。 この装置は、 次の場合

に公衆回線網に応答監視信号を返し ます。

• 呼を受けた電話機が応答し た場合

• 近 く にいた者が応答し た場合

• 企業内システムなどの構内装置 （CPE） ユーザーが設置し

た録音アナウンスに配信された場合

この装置は、 公衆電話交換網に戻されるすべての DID コールで

応答監視信号を返し ます。 許可されている例外は次のと お り で

す。

• 呼に応答し ない場合

• ビジー ト ーンを受信し た場合

• リ オーダ ト ーンを受信し た場合

Avaya は、 ユーザーが登録済みの装置からアクセスコー ド を使

用し て州間の交換サービスプロバイダへア クセスでき る こ と を

保証し ます。 大口の通話業者がこの装置に変更を加えてダイヤ

ル コ ー ド への ア ク セ ス を ブ ロ ッ ク す る こ と は、 1990 年の

Telephone Operator Consumers Act に違反し ます。

カナダ通信省 （DOC） 干渉情報

このク ラス B デジ タル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠し て

います。

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme 
NMB-003 du Canada. （このク ラス B デジ タル装置は、 カナダ

の ICES-003 に準拠し ています。）

この装置は、 カナダ産業省の端末装置に関する技術的な仕様を

満た し ています。 これは登録番号によ っ て確認されます。 登録

番号の前の略語 IC は、登録が準拠に関する宣言に基づいて行わ

れた こ と を表すもので、 カナダ産業省の技術仕様を満た し てい

る こ と を示し ています。 カナダ産業省がこの装置を承認し てい

る こ と を示すものではあ り ません。

設置および修理

この装置を設置する前に、 ユーザーは現地通信業者の施設への

接続が許可されている こ と を確認する必要があ り ます。 また、

この装置は、 許容される接続方法を使用し て設置する必要があ

り ます。 上記の条件への準拠によ り、 場合によ っ てはサービス

の劣化が生じ る可能性がある こ とに注意し て く だ さい。

認証装置の修理は、 供給業者指定の代行者によ って調整されな

ければな り ません。 装置または装置の不具合に対し てユーザー

が修理、 改良を行 う と、 通信会社が装置の取り外し を要求する

場合があ り ます。

準拠に対する宣言

米国 FCC パー ト 68 自己適合宣言 （SDoC）

米国所在の Avaya Inc. は、本書に記載されたラベル ID 番号 TIA
TSB-168 の装置が FCC 規則 47 CFR パー ト 68 および端末接続

管理協議会 （ACTA） が採択し た技術基準に準拠し ている こ と を

こ こに保証し ます。

また、本書に記載されたハン ド セ ッ ト 付きの Avaya 端末装置は、

補聴器への対応を定義し た FCC 規則のパラグラ フ 68.316 に準

拠し てお り、 補聴器に対応し ている とみな されています。

米国の責任者が署名し た SDoC のコ ピーが必要な場合は、 お近

く の担当者までご連絡 く だ さい。 または、以下の Web サイ ト で

もご覧いただけます。

http://www.avaya.com/support
Avaya のすべてのメ デ ィ アサーバおよび メ デ ィ アゲー ト ウ ェ イ

は FCC パー ト 68 に準拠し ていますが、 その多 く は、 SDoC プ

ロセスが利用可能になる前に登録されたものです。 Avaya の全

登録製品を網羅し た リ ス ト については、以下の Web サイ ト を参

照し て く だ さい。

http://www.part68.org 
こ こで、 製造者に 「Avaya」 を指定し て検索し て く だ さい。

欧州連合の準拠に関する宣言

Avaya Inc. では、 本書に明記された 「CE」 （Conformité 
Europeéne） マーク付きの装置が EMC 指令 （89/336/EEC） お

よび低電圧指令 （73/23/EEC） を含む EU 無線機器および電気

通信端末機器指令 （1999/5/EC） に準拠し ている こ と を宣言し

ます。

これらの準拠に関する宣言 （DoC） のコ ピーについては、 販売

担当者までお問い合わせ く だ さい。 または、以下の Web サイ ト

でも ご覧いただけます。

http://www.avaya.com/support

注 ： この装置は、 ク ラス B のデ ィ ジ タルデバイスの制限に

準拠し てお り、FCC 規則のパー ト 15 に従っている こ とがテ

ス ト され、 確認されています。 この制限は、 装置を商業環境

で使用し た と きの有害な干渉から適切に保護するためのも

のです。 この装置は、 無線周波数エネルギーを発生、 使用、

および放射する こ とがあ り、 マニュアルに従って設置、使用

されなかった場合は、無線通信に対し て有害な干渉を発生す

る こ とがあ り ます。 この装置を住宅地で使用する と、 有害な

干渉を引き起こすこ とがあ り ます。 この場合には、 使用者は

自己負担において適切な対策を請じ るよ う要求されます。

http://avaya.com/support
http://www.part68.org/
http://www.avaya.com/support/


日本

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI）
の基準に基づ く ク ラ ス B 情報技術装置です。 この装置を家庭環

境で使用する と、 電波障害が発生する場合があ り ます。 この場

合、ユーザーが是正措置を行う よ う要求される こ とがあ り ます。

本書およびその他のド キュ メ ン ト の発注先 ：

電話 ： Avaya 出版セン ター

電話 1.800.457.1235 または 1.207.866.6701
FAX 1.800.457.1764 または 1.207.626.7269

郵便 ： Globalware Solutions
200 Ward Hill Avenue
Haverhill, MA 01835 USA
ATTN: Avaya Account Management

電子メ ール ：totalware@gwsmail.com
最新版ド キュ メ ン ト については、下記の Web サイ ト をご覧 く だ

さい。

http://www.avaya.com/support

http://www.avaya.com/support/
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概要

2420 Digital Telephone は、Avaya Communication Manager と呼ばれる交換機・呼処理システムで使用するマルチ回

線デジ タル電話です。 2420 Telephone には、 以下をはじめと し た、 ユーザーが簡単に操作できる便利な特徴と機能

があ り ます。

• 読みやすい表示画面 ― 次のものを表示できます。 

- 回線 / 機能ボタ ン ラベルのカス タ マイズ

- コールログ

- 短縮ダイヤルリ ス ト

- コール ID 情報

• フ レキシブルな回線/機能ボタ ン表示 ― 8個のボタ ン と 12個のボタ ンのラベルフ ォーマ ッ ト が選択可能で、紙

のボタ ン ラベルが必要な く な り ます。 オプシ ョ ンの EU24拡張モジュールでは、ご使用の呼処理システム用に、

最大 24 の追加回線 / 機能ボタ ンを表示できます。 9 ページの 「オプシ ョ ンデバイスのサポー ト 」 を参照し て く

ださい。

• カス タ マイズ可能なイ ン タ フ ェース ― 次のこ とができます。 

- 個人用短縮ダイヤルリ ス ト の作成

- コールログに表示する コールタ イプの指定

- 電話機の着信音パターンの選択

- 回線 / 機能ボタ ン ラベルのカス タ マイズ

- 2420 Telephone の表示言語の選択

注：

注 : 画面の文字は、 英語、 ド イ ツ語、 フ ラ ンス語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル

語、 または日本語 （カ タ カナ） で表示できます。 

• プログラム可能な短縮ダイヤルリ ス ト ― 最大 104 のエン ト リ を保存できます。

• プログラム可能なコールログ ― 最大100のエン ト リ をサポー ト し ます。 着信呼の場合、各エン ト リ には発呼者

の名前と番号 （利用可能な場合） が含まれます。 コールログでは、 記録および表示する コールタ イプを指定す

る こ と もできます。 コールログには、発信呼、着信応答呼および未応答呼のエン ト リ を含める こ とができます。

• カス タ マイズ可能な回線 /機能ボタ ンのラベル ― ご使用の呼処理システムでプログラムされた回線 /機能ボタ

ンのラベルに変更できます。 各ラベルには、 最大 13 文字を表示できます。 

2420 Telephone を設置する と同時に、 ご使用の呼処理システムが本製品を認識し ます。 システム管理者が 2420
Telephone を正し く 設定し ていれば、 ユーザーのロケーシ ョ ンにある別のオフ ィ スに 2420 Telephone を移し ても、

そのままお使いになれます。 再設定や技術サポー ト を待つ必要はあ り ません。
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コールセン ターユーザーのサポー ト

コールセン ターユーザーの要求を満たすため、 2420 Telephone には次の機能が提供されています。

• コールセン ターモー ド動作 ― オプシ ョ ン画面からアクセスする この設定では、 標準表示画面の回線 / 機能ボ

タ ンのラベルを 8 つから 12 に変更し ます。 このモー ド を選択する と、 標準モー ド ではソ フ ト キーのラベルに

使用されている表示画面の下端に、 短縮ラベルが付いた 4 つの回線 / 機能ボタ ンが追加されます。

• 各種ヘ ッ ド セ ッ ト との互換性 ― ヘ ッ ド セ ッ ト イ ン タ フ ェースは、 次の 「H」 で始まるヘ ッ ド セ ッ ト 製品およ

び機器に対応し ています。

ヘ ッ ド セ ッ ト 製品

- Starset top H31

- Mirage top H41

- Mirage top H41N

- Supra Monaural top H51

- Supra Monaural NC top H51N

- Supra Binaural top H61

- Supra Binaural NC top H61N

- Encore Monaural Voice Tube H91

- Encore Monaural NC top H91N

- Encore Binaural Voice Tube H101

- Encore Binaural NC top H101N

- Tristar Voice Tube top H81

- Tristar Noise Canceling top H81N

- Duoset (Supra Starter) Voice Tube H141 Headband only

- Duoset (Supra Starter NC) Noise Canceling top H141N 
ヘ ッ ドバン ドのみ

- Duoset (Earset Starter) Voice Tub top H141 イヤホンのみ

- Duoset (Earset Starter NC) Noise Canceling top H141N 
イヤホンのみ

- Duoset (Starter Special VT) Voice Tube top H141
ヘ ッ ドバン ド およびイヤホン

- Duoset (Starter Special NC) Noise Canceling top H141N 
ヘ ッ ドバン ド およびイヤホン

ベースユニ ッ ト

- M12LUCM Modular Base Unit
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アダプ タ コー ド

- HIC-1 の 「Ｈ」 で始まるヘ ッ ド セ ッ ト アダプ タ コー ド

コー ド レスヘ ッ ド セ ッ ト 製品 / ベースユニ ッ ト

- LKA 10 Cord Free Headset （900 MHz RF）

コー ド レスヘ ッ ド セ ッ ト アダプ タ

- MIP-1 コー ド レスヘ ッ ド セ ッ ト アダプ タ

• グループ聴取機能のサポー ト ― この機能がプログラムされている場合、2420 Telephone のハン ド セ ッ ト （ま

たはヘ ッ ド セ ッ ト ） と スピーカ を同時に使用できます。 ヘ ッ ド セ ッ ト を使用し て顧客サポー ト を行っ ている

間、 その会話をスーパーバイザーがスピーカ で聞 く こ とがで き ます。 2420 Telephone に接続されているモ

ジュールによ っては、 この機能が影響を受ける場合があ り ます。 詳細については、 19 ページの 「スピーカホ

ン」 を参照し て く ださい。

• 録音機能 （オプシ ョ ン） ― 顧客への応対中に会話を記録できます。 この機能には、 「オプシ ョ ンデバイスのサ

ポー ト 」 に記載されている 20A ス タ ン ド と 201A モジュールが必要です。

オプシ ョ ンデバイスのサポー ト

2420 Telephone の機能を拡張するオプシ ョ ンデバイスをご利用できます。 次のオプシ ョ ンデバイスがあり ます。

• 20A ス タ ン ド ― 2420 Telephone には、デスク ト ッ プ設置または壁掛け用のコ ンバーテ ィ ブルス タ ン ドが装備

されています。 200A または 201A モジュールを使用する場合は、 このコ ンバーテ ィ ブルス タ ン ド を 20A ス タ

ン ド に取り替える必要があ り ます。

• 200Aアナログ（U.S.） 補助イ ン タ フ ェースモジュール ― このモジュールは標準チ ッ プ/ リ ング機能を提供する

もので、 これを使用する と フ ァ ッ クス機などのアナログ機器を 2420 Telephone に接続できます。

• 201A レ コーダイ ン タ フ ェースモジュール ― このモジュールを使用し て、 電話の会話を記録できます。 さ ら

に、 このモジュールによ って、 20A ス タ ン ドのジャ ッ クで 2 つのヘ ッ ド セ ッ ト を使用できるよ う にな り ま

す。 

• EU24拡張モジュール ― このモジュールは、ご使用の呼処理システム用にプログラムし た最大 24の追加回線 /
機能ボタ ンを表示できます。 ボタ ンは 2 列で表示され、 EU24 表示画面には一度に 1 列づつ表示されます。 

詳細については、 各デバイスの付属資料を参照し て く だ さい。
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安全について

2420 Telephone は、 品質および製品安全規格に関する業界標準に準拠し て製造されています。 本製品をご使用にな

る と きは、 推奨される安全予防措置に従って、 火災、 感電および傷害の危険性を軽減し て く だ さい。 本製品に同梱さ

れている 『2420 Installation and Safety Instructions』 を参照し て く だ さい。

2420 Telephone のコ ンポーネン ト

図 1 を参照し て、 2420 Telephone の画面表示、 ボタ ンおよびプログラム可能な機能の理解にお役立て く だ さい。 

図 1: 2420 Telephone のコ ンポーネン ト

表 1 に、 図 1 で示し た 2420 Telephone のコ ンポーネン ト について説明し ます。

MESSAGES

HOLD

TRANSFER

CONFERENCE

DROP

REDIAL

SPEAKER

HEADSET

MUTE

EXIT

 1

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12
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以下の項目は、 図 1 の番号に対応し ます。

表 1: 2420 Telephone のコ ンポーネン ト

1) 回線 / 機能ボタ ン ―  着信回線 / 発信回線、 および

プログラムされた機能にアクセスするために使用し ま

す。 下線は、 現在選択されている回線 （コールアピア

ラ ンス回線） を示し ます。

7) ダイヤルパッ ド  ―  12 個のボタ ンで構成される、電

話番号をダイヤルするための標準的なボタ ンパッ ド。

2) 表示画面 ―  コールア ピア ラ ンス回線のステー タ

ス、 通話情報、 Avaya コールサーバが提供する情報、

ホーム画面、 短縮ダイヤル画面、 コールログ画面、 オ

プシ ョ ン画面が表示されます。 

8) SPEAKER ボ タ ン  ― 内蔵された双方向ス

ピーカホンにア クセスするために使用し ます。 スピー

カホンがアク テ ィ ブな と きは、 このボタ ンに対応する

ラ イ ト が点灯し ます。

3) ソ フ ト キー ―  特定の機能を実行し ます。 使用でき

る機能と対応する ソ フ ト キーのラベルは、 表示されて

いる画面によ って変わり ます。

9) HEADSET ボタ ン  ― 2420 Telephone に接

続されているヘ ッ ド セ ッ ト をアク テ ィ ブにするために

使用し ます。 ヘ ッ ド セ ッ ト がア ク テ ィ ブな と きは、 こ

のボタ ンに対応する ラ イ ト が点灯し ます。

4) EXIT ボタ ン  ― ホーム画面の最初のページ

に戻り ます。

10) MUTE ボ タ ン  ― ハン ド セ ッ ト 、 ヘ ッ ド

セ ッ ト またはス ピー カのマ イ ク ロホン をオ フ に し ま

す。 ミ ュー ト 機能がア ク テ ィ ブになっ ている と、 対応

する ラ イ ト が点灯し、 通話の相手側にこ ち ら側の声が

聞こえな く な り ます。

5) 矢印キー  ― 画面のページ切り替え、 コー

ルログエン ト リ および短縮ダイヤルエン ト リの切り替

え、 データ入力時のカーソルの移動に使用し ます。

11) 音量 コ ン ト ロ ールボ タ ン ―  ス ピ ー カ、 ハン ド

セ ッ ト 、 ヘ ッ ド セ ッ ト 、 または着信音など、 使用中の

コ ンポーネン ト の音量を調整するために使用し ます。 

6) メ ッ セ ー ジ ラ ン プ ―  ボ イ ス メ ールボ ッ ク ス に

メ ッ セージが届 く と、 このラ ンプが点灯し ます。 着信

時ラ ンプ点滅オプシ ョ ンを有効にする と、 このラ ンプ

が点滅し て着信呼を知らせます。 メ ッ セージを再生す

るには、  を使用し ます。

12) 呼処理ボ タ ン ―  呼処理の操作用。 詳細について

は、 17 ページの 「呼処理機能」 を参照し て く だ さい。
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2420 Telephone ユーザーチ ェ ッ ク リ ス ト

本書の以降のページには、 2420 Telephone の特定の画面、 機能およびキーを使用する手順を記載し ます。 以下の表

に、 ユーザーが実行できる各操作について説明し ているセクシ ョ ンを示し ます。

目的 参照先

回線 / 機能ボタ ン表示について理解する 13 ページの 「ホーム画面」

コールセン ターモー ド を有効にし て回線 / 機能ボタ ン

のレ イアウ ト を変更する

47 ページの 「表示モー ド （コールセン ターモー ド）」

電話の応答と発信、 保留、 転送、 電話番号のリ ダイヤ

ル、 会議通話のセ ッ ト ア ッ プ

17 ページの 「呼処理機能」

個人用デ ィ レ ク ト リ と呼処理システムのデ ィ レ ク ト リ

機能について理解する

22 ページの 「短縮ダイヤル画面」

短縮ダイヤルリ ス ト を作成および管理する 25 ページの 「短縮ダイヤルリ ス ト の管理」

短縮ダイヤルを使用し て電話をかける 17 ページの 「呼処理機能」

回線 / 機能ボタ ンのラベルを カス タ マイズする 39 ページの 「回線 / 機能ボタ ンのラベルの管理」

コールログサマ リ画面と コールログ詳細画面について

理解する

29 ページの 「コールログ画面」

デフ ォル ト のコールログ設定を変更する 46 ページの 「コールログセ ッ ト ア ッ プ （コールログ設

定）」

コールログに保存された情報を表示または更新する 35 ページの 「コールログの使用」

コールログを使用し て電話をかける 35 ページの 「コールログの使用」

ボイス メ ールメ ッ セージを再生する 22 ページの 「メ ッ セージの再生」

ラ ンプおよび表示画面コ ンポーネン ト のステータ スを

チ ェ ッ クする

50 ページの 「自己診断 （テス ト ）」

デフ ォル ト 言語、 着信音パターン、 画面コ ン ト ラス ト

およびその他の各種オプシ ョ ン設定を変更する

43 ページの 「ユーザー設定オプシ ョ ンの選択」

ユーザー設定オプシ ョ ンを消去し てデフ ォル ト 設定を

リ ス ト アする

48 ページの 「消去」
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ホーム画面

ホーム画面には 3 つのページがあり、 次のものを表示し ます。

• 使用可能な回線 / 機能ボタ ン

• 発信者情報

• 現在の日付と時刻

• ソ フ ト キー

• Avaya 呼処理システムが提供する情報

通常は、ホーム画面を使用し て標準の呼処理を行います。 2420 Telephone が標準表示モー ド で動作し ている と きは、

ホーム画面のページそれぞれに、 ページに 8 つの回線 / 機能ボタ ンが表示されます。 図 2 を参照し て く だ さい。 

注：

注 : コールセン ターモー ド では、ホーム画面の最初の 2 つのページに、12 の回線 / 機能ボタ ンのラベル

が表示されます。 ページ 1 とページ 2 には、ソ フ ト キーのラベルよ り短いラベルが付いた 4 つの回

線 / 機能ボタ ンが表示されます。 ソ フ ト キーのラベルは、 コールセン ターモー ド のホーム画面の

ページ 3 に表示されます。 コールセン ターモー ド については、 47 ページの 「表示モー ド （コール

セン ターモー ド）」 を参照し て く ださい。

日付と時刻の情報は呼処理システムによ って提供されます。 この情報は、 電話機がアイ ドル状態のと きに、 回線 / 機

能ボタ ンエ リ アの下に表示されます。

注：

注 : 2420 Telephone が通電されてから日付と時刻が表示されるまでに、数分かかる場合があ り ます。 停
電後、 あるいは 2420Telephone を電話用のモジュ ラジャ ッ クに接続する と、 このよ う な状態にな

り ます。 誤った日付と日時が表示される場合は、 システム管理者に連絡し て く ださい。

未応答呼をログに記録するよ う 2420 Telephone をプログラムする と、日付と時刻の下に未応答呼カウン タが表示さ

れます。 このカウン タには、応答し ていない着信呼の数が表示されます。 コールログサマ リ画面にアクセス し てコー

ルログの未応答呼情報を表示する と、 カウン タは 0 にリ セ ッ ト されます。 詳細については、 29 ページの 「コールロ

グ画面」 を参照し て く ださい。 
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図 2: ホーム画面の例 ―  ページ 1

ホーム画面ページのナビゲー ト

a 206 : Timer

b 206 : Abr Program

c 206 : Call Pickup

New Calls: 4

SpDial Log Option Label

4:10PM 3/29/02

Directory : SendAllCalls

ホーム画面のページナビゲー ト

目的 押下するボタ ン

ホーム画面の前または次のページに移動する それぞれ  または  

ホーム画面のページ 1 に戻る  （随時）

短縮ダイヤル画面にアクセスする ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キー

コールログサマ リ画面にアクセスする ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キー

オプシ ョ ン画面にアクセスする ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キー

ラベル操作画面にアクセスする ［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キー
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コールアピアラ ンス回線と発信者表示

デフ ォル ト では、 2420 Telephone の各画面ページには、8 つの回線 / 機能ボタ ンがあり ます。 コールセン ターモー ド

が有効にされる と、 ホーム画面の最初の 2 つのページに、 12 の回線 / 機能ボタ ンが表示されます。 

表示画面の左側の列には、 2420 Telephone の左上部のボタ ンが上から順に表示されています。 これらのボタ ンは回

線 / 機能ボタ ン 1 ～ 4 とみな されます。 表示画面上では、 ボタ ンにはデフ ォル ト ラベル 「a」、 「b」、 「c」 などが付け

られ、 「a」 は回線 / 機能ボタ ン 1 を表し ます。 右側の列のボタ ンは 5 ～ 8 と な り ます。 コールセン ターモー ドが有

効にされる と、 デフ ォル ト ラベル 「q」、 「r」、 「s」 および 「t」 によ って回線 / 機能ボタ ン 17 ～ 20 が表示されます。

これらの回線 / 機能ボタ ンは、 画面下部のソ フ ト キーラベルと一緒に表示されます。

呼を受信 / 発信する と、電話機がアイ ドル状態のと きに日付と時刻が表示される箇所に、利用可能な発信者情報が表

示されます。 た と えば、内線番号をダイヤルする と その番号が表示され、次に被呼者の名前と内線番号の表示に切り

替わり ます。 内線に関連する発信者情報は、 呼処理システムによ っ て提供されます。 別の内線からの呼を受信する

と、発呼者の名前が表示されます。 システム外部からの呼を受信する と、発信者番号 （利用可能な場合）、「OUTSIDE
CALL」、 または ト ラ ン ク ID が表示されます。

常に 1 つのコールアピアラ ンス回線が下線付きで表示されます。 2420 Telephone に着信がある と、 該当する コール

アピアラ ンス回線にベル型のアイ コ ンが点滅表示されます。 呼に応答する と、通話中アイ コ ンが表示されます。 詳細

については、 16 ページの 「ステータ スアイ コ ン」 を参照し て く だ さい。 

注：

注 : コールアピアラ ンス回線が現在のホーム画面ページに表示されていない場合は、  または 
を使用し て該当する コールアピアラ ンス回線を見つけ、 応答し ます。 詳細については、 45 ページ

の 「電話画面表示」 を参照し て く ださい。

その他のソ フ ト キー機能のいずれかをアクテ ィ ブにするまで、表示画面は呼処理モー ドのまま と な り ます。 機能を使

用し た後は、  を押し てホーム画面のページ 1 に戻り ます。
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ステータ スアイ コ ン

次の表に、2420 Telephone の回線 / 機能ボタ ンに表示されるアイ コ ンについて説明し ます。 これらのアイ コ ンは、緑

色 LED やその点滅などの機能の代わり と な り ます。

ステータ スアイ コ ン

アイ コ ン 定義

着信 着信呼が応答待ちです。

対応する可聴アラー ト の詳細については、

60 ページの 「 ト ーン と その意味」 を参照

し て く だ さい。

アク テ ィ ブ 現在、 通話中の呼。

保留 現在、 呼を保留中。

ソ フ ト 保留 転送または会議のために呼を保留中。

機能

アク テ ィ ブ

現在、 表示画面左側に表示されている機能

がアク テ ィ ブ。

機能

アク テ ィ ブ

現在、 表示画面右側に表示されている機能

がアク テ ィ ブ。

機能保留 リ クエス ト を処理中。 ただし、 即時使用は

不可。
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さ らに、 一部の機能固有アプ リ ケーシ ョ ンでは、 次のアイ コ ンが表示されます。

呼処理機能

このセク シ ョ ンの手順は、 2420 Telephone に表示されたホーム画面で呼処理を実行中である こ と を前提と し ていま

す。 このセクシ ョ ンに記載し た共通手順以外の手順については、 『Overview for the Avaya Communication Manager 
Software』 （555-233-767） を参照し て く だ さい。 

応答

2420 Telephone に着信がある と、 着信音が鳴り、 該当する コールアピアラ ンス回線にベル型のアイ コ ンが点滅表示

されます。 また、 発信者情報も表示されます。 詳細については、 15 ページの 「コールアピアラ ンス回線と発信者表

示」 を参照し て く ださい。 

着信呼に応答するには

次の手順のいずれかを実行し ます。

• 別の相手と通話中でない場合、 ハン ド セ ッ ト 、 ヘ ッ ド セ ッ ト またはスピーカホンを使用し て応答し ます。 ス

ピーカホンの詳細については、 19 ページの 「スピーカホン」 を参照し て く だ さい。

• 通話中の場合は、その呼を保留にし てから着信呼に応答し ます。 呼を保留にする手順については、18 ページの

「保留」 を参照し て く ださい。

• 呼出中のコールアピアラ ンス回線がホーム画面の現在のページに表示されていない場合、  と   を使用

し てページを切り替えます。 ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を使用し ます。 呼出中のコールアピア

ラ ンス回線が表示されたら、 対応する回線ボタ ンを押し ます。 

機能固有アプ リ ケーシ ョ ンのステータ スアイ コ ン

アイ コ ン 定義

機能

ステータ ス

コールセン ター Q タ イム機能に使用

機能

ステータ ス

コールセン ター AUX ワーク機能に使用

機能

ステータ ス

コールセン ターサービスモニ タ機能に使用
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発信

2420 Telephone では、 手動または自動で電話をかける こ とができます。

手動で電話をかけるには

1. ハン ド セ ッ ト 、 ヘ ッ ド セ ッ ト またはスピーカ をオフ フ ッ クにし ます。

2. 発信音が聞こえたら、 ダイヤルパッ ドのボタ ンを押し て内線番号または電話番号を入力し ます。 

外線番号へ発信する場合、 外線にアクセスするために必要な番号 （「9」 など） も押す必要があり ます。

自動で電話をかけるには

次の手順のいずれかを実行し ます。

•  を押し て、 最後にダイヤルし た番号の自動ダイヤリ ングを行います。

• コールログにアクセス し、特定のログエン ト リへ発信し ます。 詳細については、35 ページの 「コールログの使

用」 を参照し て く ださい。

• 個人用デ ィ レ ク ト リの短縮ダイヤルリ ス ト にアクセス し、特定の短縮ダイヤルエン ト リへ発信し ます。 18 ペー

ジの 「短縮ダイヤル」 を参照し て く ださい。

短縮ダイヤル

短縮ダ イヤル機能では、 個人用デ ィ レ ク ト リ に保存さ れた電話番号の自動ダ イヤ リ ングを実行で き ます。 個人用

2420 Telephone デ ィ レ ク ト リ を作成および管理するには、 25 ページの 「短縮ダイヤルリ ス ト の管理」 の手順を参照

し て く ださい。

短縮ダイヤル機能を使用し て個人用デ ィ レ ク ト リのエン ト リ に電話をかけるには

1. ホーム画面で、 ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

短縮ダイヤル画面が表示されます。

2. 電話をかけるエン ト リの横にあるボタ ンを押し ます。 目的のエン ト リが現在のページに表示されていない場合

は、  と   を使用し てエン ト リ を切り替えます。

番号の自動ダイヤリ ングが行われます。

保留

保留機能は、 通話に戻れるまで呼を保留にし ます。

呼を保留にするには

 を押し ます。

通話に戻るには

保留中の呼の回線ボタ ンを押し ます。

注：

注 : システム管理者が、 保留解除機能を設定し ている場合があ り ます。 その場合、  を押すと通話

に戻る こ とができます。
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リ ダイヤル

リ ダイヤル機能またはラス ト ナンバーダイヤル機能は、 最後にダイヤルし た内線番号または外線番号の自動リ ダイ

ヤリ ングを行います。 リ ダイヤル機能では、 最大 24 桁の番号をダイヤルできます。

最後にダイヤルし た番号に リ ダイヤルするには

 を押し ます。

スピーカホン

内蔵の双方向スピーカホンを使用する と、ハン ド セ ッ ト を持ち上げずに呼の発信 / 応答ができます。 双方向スピーカ

ホンは、 非常に雑音の多い場所では満足に機能し ない場合があ り ます。

ハン ド セ ッ ト を持ち上げずに発信 / 応答する、 またはスピーカホンに関連する機能を使用するには

1.  を押し ます。

2. 呼の発信 / 応答を行う か、 または選択する機能にアクセス し ます。

3. 必要に応じ て、 スピーカホンの音量を調整し ます。

音量を上げるには、 音量コ ン ト ロールボタ ン  を押し ます。 音量を下げるには、 音量コ ン ト ロールボタ ン

 を押し ます。

表示画面に、 音量レベルが表示されます。 8 つの音量レベルがあり ます。

スピーカホンの音量を さ らに大き く するには、 スピーカホン AGC を無効にし ます。 スピーカホン AGC を無効

にするには、オプシ ョ ン画面の 2 番目のページで 「Speaker AGC Enabled （ｽﾋﾟｰｶ AGC ｦ ﾕｳｺｳ）」 を 「No （ｲｲｴ）」

に設定し ます。 スピーカホン AGC が有効な場合、 低周波信号を増やし、 高周波信号を減らすこ とによ って音量

レベルが自動調整されます。 スピーカホン AGC を無効にする と、低音領域の音量レベルを自動で増幅はし ませ

ん。 43 ページの 「オプシ ョ ン画面での操作」 を参照し て く ださい。

スピーカホンからハン ド セ ッ ト に切り替えるには

ハン ド セ ッ ト を持ち上げて通話し ます。

ハン ド セ ッ ト からスピーカホンに切り替えるには

1.  を押し ます。

2. ハン ド セ ッ ト を置きます。

スピーカホン通話を終了するには

も う一度  を押し ます。

ハン ド セ ッ ト またはヘ ッ ド セ ッ ト と スピーカ を同時にア ク テ ィ ブにするグループ聴取機能 （設定されて

いる場合） を使用するには

ハン ド セ ッ ト またはヘ ッ ド ヘ ッ ド での通話中に、  を押し ます。 

注：

注 : 201A レ コーダイ ン タ フ ェースモジュールが 2420 Telephone に接続され、 20A のヘ ッ ド セ ッ ト

ジャ ッ ク を使用するよ う に設定されている場合は、ヘ ッ ド セ ッ ト と スピーカ を同時にアク テ ィ ブに

するグループ聴取機能は使用できません。 この場合、 ヘ ッ ド セ ッ ト と スピーカは使用できます。 
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転送

転送機能では、 呼を自分の電話機から別の内線番号または外線番号に転送できます。

通話中の呼を別の内線に転送するには

1. 通話中に  を押し ます。 

2. 発信音が聞こえたら、 呼の転送先番号をダイヤルし ます。 

3. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 相手に通知せずに呼を転送するには、 も う一度  を押し て電話を切り ます。 これで、 転送が完了し ま

す。

• 相手に通知し てから呼を転送するには、 被呼者が応答するまで待ちます。 手順 4 を参照し て く だ さい。

4. 被呼者が応答し たら、 着信がある こ と を通知し ます。 回線がビジーの場合、 あるいは被呼者からの応答がない

場合は、  を押し ます。 その後、 回線ボタ ンを押し て保留中の通話に戻る こ とができます。

5. も う一度  を押し て電話を切り、 転送を完了し ます。

「Transfer Completed （ﾃﾝｿｳｶﾝﾘｮｳ）」 メ ッ セージが表示されます。

注：

注 : システム管理者が、 Transfer-on-Hung-up 機能を設定し ている場合があり ます。 その場合、  
を押し、 呼の転送先番号をダイヤルし て電話を切る と、 呼を転送できます。 転送操作を途中で

キャ ンセルするには、 元の回線ボタ ンを押し ます。 システムの自動保留機能がアク テ ィ ブになっ

ている場合、 転送先の相手が保留のままにならないよ う、  を使用し て転送をキャ ンセルし

て く ださい。 
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会議通話

会議機能では、 最大 6 名の通話参加者 （通話者本人も含む） で電話会議を行う こ とができます。

会議通話に参加者を追加するには

1.  を押し ます。      

2. 発信音が聞こえたら、 会議通話に追加する相手の番号をダイヤルし ます。

3. 応答を待ちます。

4. も う一度  を押し て、 相手を会議通話に追加し ます。 被呼者が応答し ない場合、 あるいは会議への参加を

拒否された場合は、  を押し ます。 これで、 回線ボタ ンを押し て保留中の通話に戻る こ とができます。

5. 会議通話への参加者を さ らに追加する場合は、 手順 1 ～ 4 を繰り返し ます。

保留にし た呼を会議通話に追加するには

1.  を押し ます。 

2. 発信音が聞こえたら、 保留中の呼に対応する回線ボタ ンを押し ます。

3. も う一度  を押し ます。

会議通話に最後に追加し た相手との接続を切断するには

1. 会議通話の回線ボタ ンが選択されている こ と を確認し ます。

2.  を押し ます。
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メ ッ セージの再生

メ ッ セージ

発呼者がメ ッ セージを残すと、 メ ッ セージラ ンプが点灯し ます。 メ ッ セージを再生するには  を押し、 プロン

プ ト に従います。 

注：

注 : メ ッ セージボタ ンが有効に機能するためには、 システム管理者による設定が必要です。 メ ッ セージ

ボタ ンが正し く 機能し ない場合は、 システム管理者に問い合わせて く だ さい。 メ ッ セージボタ ンの

プ ロ グ ラ ミ ン グ情報につ い ては、 『Administrator’s Guide for Avaya Communication Manager
Software』 （ド キュ メ ン ト 番号 555-233-506） の第 21 章 「Features and Technical Reference」 を

参照し て く ださい。

短縮ダイヤル画面

短縮ダイヤル画面を使用し て、 2420 Telephone の個人用デ ィ レ ク ト リ に最大 104 の短縮ダイヤルエン ト リ を保存で

きます。 この画面にアクセスするには、 ホーム画面で ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

注：

注 : 頻繁にかける番号の短縮ダイヤルエン ト リが含まれる個人用デ ィ レ ク ト リは、 2420 Telephone に

保存されます。 個人用デ ィ レ ク ト リは、 交換機が持つデ ィ レ ク ト リ機能とは別のものです。 システ

ムのデ ィ レ ク ト リ機能では、 システム上に登録されている他の内線ユーザーを検索できます。 この

デ ィ レ ク ト リ機能は、 システム管理者によ っ て設定されます。 デ ィ レ ク ト リ機能の詳細について

は、 58 ページの 「表示機能の使用」 を参照し て く だ さい。

短縮ダイヤルリ ス ト を作成する と、保存されたエン ト リが短縮ダイヤル画面にアルフ ァベ ッ ト 順で表示されます。 各
ページには、 8 件のエン ト リが表示されます。 表示されたエン ト リ に対応するボタ ンを押すと、 この画面から直接、

電話をかける こ とができます。 短縮ダイヤルを使用し た呼の発信時に、短縮ダイヤル画面が表示されたままになるよ

う 2420 Telephone を設定する場合は、 49 ページの 「短縮ダイヤル表示維持画面」 を参照し て く だ さい。

図 3 に、 短縮ダイヤル画面の例を示し ます。
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図 3: 短縮ダイヤル画面の例

短縮ダイヤル画面では、 次のこ と もできます。

• エン ト リの追加

• エン ト リの削除

• 個人用短縮ダイヤルリ ス ト に保存されたエン ト リの変更

詳細については、 25 ページの 「短縮ダイヤルリ ス ト の管理」 を参照し て く だ さい。

Home : Lou

Jane : Mary

Jim : Patty

John : Peter

Add Edit Delete Done

Select name to CALL or

Choose action below
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短縮ダイヤル画面での操作

注：

注 : 短縮ダイヤルエン ト リの管理操作中は、実行可能な操作に応じ て、画面の下部に表示される ソ フ ト

キーが変わり ます。 たと えば、 編集画面にアクセスする と、 ［Add （ﾂｲｶ） ］ 、 ［Delete （ｻｸｼﾞｮ） ］ 、

［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キーが選択可能にな り ます。 ［Edit （ﾍﾝｼｭｳ）］ および ［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］

ソ フ ト キーは、 短縮ダイヤルリ ス ト に 1 つ以上のエン ト リ を保存するまで表示されません。 

注：

注 : 短縮ダイヤル画面での操作中は、電話機のダイヤルパッ ド を使用し てダイヤルする こ とはできませ

ん。

短縮ダイヤル画面での操作

目的 押下するボタ ン

表示されたエン ト リ に電話をかけ、 現在のホーム画

面に戻る

エン ト リ に対応するボタ ン

短縮ダイヤルエン ト リの次のページを表示する

短縮ダイヤルエン ト リの前のページを表示する

イ ンデ ッ クス機能を使用し て特定のエン ト リ を素早

く 見つける

注：

注 : イ ンデ ッ クス機能の使用時は、電

話機がオ ン フ ッ ク にな っ ている

必要があり ます。

ダイヤルパッ ド で 1 を押すと、 短縮ダイヤ

ルリ ス ト の先頭に移動し ます。

キー 2 ～ 9 を押すと、 それぞれのキーに対

応する文字で始まるエン ト リが表示されま

す。 た と えば、 3 を押すと、 「D」 の文字で始

まる最初のエン ト リが表示されます。

短縮ダイヤルリ ス ト にエン ト リ を追加する ［Add （ﾂｲｶ）］ ソ フ ト キー

短縮ダイヤルリ ス ト に保存されている情報を変更す

る

［Edit （ﾍﾝｼｭｳ）］ ソ フ ト キー

短縮ダイヤルリ ス ト のエン ト リ を削除する ［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］ ソ フ ト キー

前に作業し ていたホーム画面に戻る ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キー。 下記の注を

参照。

ホーム画面のページ 1 に戻る  （随時）
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短縮ダイヤルリ ス ト の管理

短縮ダイヤル画面を使用し て、個人用 2420 Telephone デ ィ レ ク ト リ に最大 104 の短縮ダイヤルエン ト リ を保存でき

ます。 この画面にアクセスするには、 ホーム画面で ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

短縮ダイヤルリ ス ト を作成する と、保存されたエン ト リが短縮ダイヤル画面にアルフ ァベ ッ ト 順で表示されます。 各
ページには、 8 件のエン ト リが表示されます。

エン ト リの追加 / 削除、 個人用短縮ダイヤルリ ス ト に保存されたエン ト リの変更ができます。 また、 コールログのエ

ン ト リ を短縮ダイヤルリ ス ト に保存する こ と もできます。

短縮ダイヤルエン ト リへのク イ ッ クアクセス

短縮ダイヤルリ ス ト にアクセス し てエン ト リ を選択、編集または削除する場合、 イ ンデ ッ クス機能を使用する と、特

定のエン ト リ を素早 く 表示できます。 た と えば、 ダイヤルパッ ド で 1 を押すと、 リ ス ト の先頭に直接移動できます。 

キーパッ ドのキー 2 ～ 9 を使用する と、 それぞれのキーに対応する文字で始まるエン ト リが表示されます。 た と え

ば、 3 を押すと、 「D」 の文字で始まる最初のエン ト リが表示されます。 「D」 の文字で始まるエン ト リがない場合は、

「E」 の文字で始まる最初のエン ト リが選択されます。

短縮ダイヤルエン ト リの編集

編集対象の短縮ダイヤルエン ト リ を選択する と、 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）］ 機能ボタ ンおよび ［Clear （ｸﾘｱ）］ 機

能ボタ ンが使用可能にな り ます。 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ） ］ 機能ボタ ンは、 カーソルの左側にある文字を削除し

ます。 ［Clear （ｸﾘｱ）］ 機能ボタ ンは、 選択されたフ ィ ールドのすべての文字を削除し ます。 文字を消去せずにカー

ソルを左へ移動するには、  を使用し ます。 たと えば、 すでに保存されているエン ト リの電話番号にエ リ アコー ド

を挿入するには、  を押し ます。 文字を消去せずにカーソルを右へ移動するには、  を使用し ます。
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文字の入力

ダイヤルパッ ドのキーを押すと、キーに関連付けられた英字が表示画面に表示されます。 場合によ っては、別の英字

を選択するために同じキーを繰り返し押さ なければな ら ないこ とがあ り ます。 た と えば、 「Jack」 と入力するには、

次のよ う にし ます。

• 5 を押し て 「J」 を入力し ます。 最初の文字は、 自動的に大文字で入力されます。 その後に続 く 文字すべては小

文字で表示されます。

• 2 を押し て 「a」 を入力し ます。 次に、  を押し てカーソルを進めます。

• 2 を連続 3 回押し て 「c」 を入力し ます。

• 5 を 2 回押し て 「k」 を入力し ます。

次に入力する文字が、直前に入力し た文字と同じキーを使用する場合、  を使用する必要がある こ とに注意し て く

ださい。 た と えば、 「a」 と 「c」 を入力するには、 2 のキーを使用し ます。

ダイヤリ ングにおける決ま り

短縮ダイヤルの番号入力時には、 以下の決ま り に従う こ とが重要です。

• 電話番号の許容文字数は、 特殊文字およびスペースを含め、 最大 24 文字です。

• 外線電話番号の場合、 外線 （「9」 など） にアクセスするために必要な番号を含める必要があり ます。

• 1.5 秒の一時休止を挿入するには、 ［Pause （ﾎﾟｰｽﾞ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 ページングシステムに十分な

応答時間を与えるには、ポケ ッ ト ベルの番号に一時休止または一連の一時休止を含める と役立つこ とがよ く あ

り ます。

• 電話番号のセグ メ ン ト 間にハイ フ ンを挿入するには、 ［Hyphen （ﾊｲﾌﾝ） ］ ソ フ ト キーを使用し ます （た と え

ば、 「9-732-555-1212」）。 ハイ フ ンを挿入する と番号が読み取りやす く な り ますが、 ダイヤリ ングには影響し

ません。

短縮ダイヤルエン ト リの追加

2420 Telephone には、 最大 104 の個人用短縮ダイヤルエン ト リ を保存できます。 保存されているエン ト リが最大数

に達し ている場合、2420 Telephone に新しいエン ト リ を追加する前に、既存のエン ト リ を削除する必要があり ます。

個人用デ ィ レ ク ト リ に短縮ダイヤルエン ト リ を追加するには

1. ホーム画面で、 ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

短縮ダイヤル画面が表示されます。 既存の短縮ダイヤルリ ス ト がない場合、 空の短縮ダイヤルリ ス ト 画面が表

示されます。

2. ［Add （ﾂｲｶ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

名前編集画面に 「Name （ﾅﾏｴ）」 フ ィ ールドが下線付きで表示されます。
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注：

注 : デ ィ レ ク ト リ に保存されている短縮ダイヤルリ ス ト 件数が最大数に達し ている場合は、それを知ら

せる メ ッ セージが表示されます。 その場合、 新しいエン ト リ を追加する前に、 既存のエン ト リ を削

除する必要があ り ます。 29 ページの 「短縮ダイヤルエン ト リの削除」 を参照し て く ださい。

3. ダイヤルパッ ド を使用し て、 短縮ダイヤルエン ト リの名前を入力し ます。 最大 13 文字を入力できます。 デフ ォ

ル ト では、 最初に入力し た文字は大文字で表示され、 それ以降の文字は小文字で表示されます。

注：

注 : 大文字と小文字を切り替えるには、 ［Case （ｼﾌﾄ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 名前と名字の間にス

ペースを挿入するには、 ［Space （ｽﾍﾟｰｽ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 スペースを入力する と、 デ

フ ォル ト によ って次の文字は大文字にな り ます。 それ以降の文字は小文字で表示されます。 特殊文

字を入力する場合、 * （アス タ リ スク） キーを使用する と、 ピ リ オ ド と アス タ リ スク を切り替える

こ とができます。 # （シ ャープ） キーを使用する と、 ハイ フ ン と シ ャープを切り替える こ とができ

ます。 文字を消去せずにカーソルを左へ移動するには、  を使用し ます。 文字を消去せずにカー

ソルを右へ移動するには、  を使用し ます。

4. 名前の入力が完了し たら、 「Number （ﾊﾞﾝｺﾞｳ）」 フ ィ ールドの左にある機能ボタ ンを押し て、 このフ ィ ールド に

進みます。

5. ダイヤルパッ ド を使用し て、 この短縮ダイヤルエン ト リの番号を入力し ます。 番号の許容文字数は、 特殊文字

およびスペースを含め、 最大 24 文字です。

6. 電話番号の入力が完了し たら、 次の手順のいずれかを行います。

• エン ト リ を保存し て短縮ダイヤル画面に戻るには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに 操作を続けるには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

7. さ らにエン ト リ を追加するには、 手順 2 ～ 6 を繰り返し ます。
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短縮ダイヤルエン ト リの編集

個人用 2420 Telephone デ ィ レ ク ト リ に保存されている短縮ダイヤルエン ト リの情報を編集できます。

保存されている短縮ダイヤルエン ト リ を編集するには

1. ホーム画面で、 ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

短縮ダイヤル画面が表示されます。

2. ［Edit （ﾍﾝｼｭｳ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

名前編集画面が表示されます。

注：

注 : 編集対象のエン ト リ を見つけるには、  と  、 またはイ ンデ ッ クス機能を使用できます。

3. 編集対象のエン ト リ に対応する機能ボタ ンを押し ます。

編集画面に 「Name （ﾅﾏｴ）」 フ ィ ールドが下線付きで表示されます。

4. ダイヤルパッ ド を使用し て、 短縮ダイヤルエン ト リの名前を編集し ます。 最大 13 文字を入力できます。 デフ ォ

ル ト では、 最初に入力し た文字は大文字で表示され、 それ以降の文字は小文字で表示されます。

注：

注 : 大文字と小文字を切り替えるには、 ［Case （ｼﾌﾄ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 名前と名字の間にス

ペースを挿入するには、 ［Space （ｽﾍﾟｰｽ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 特殊文字を入力する場合、 *
（アス タ リ ス ク） キーを使用する と、 ピ リ オ ド と ア ス タ リ ス ク を切 り 替え る こ と がで き ます。 #
（シ ャープ） キーを使用する と、 ハイ フ ン と シ ャープを切り替える こ とができます。 カーソルの左

側にある文字を削除するには、 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）］ 機能ボタ ンを使用し ます。 フ ィ ールド

内のすべての文字を削除するには、 ［Clear （ｸﾘｱ） ］ 機能ボタ ンを使用し ます。 文字を消去せずに

カーソルを左へ移動するには、  を使用し ます。 文字を消去せずにカーソルを右へ移動するに

は、  を使用し ます。

5. 名前の編集が完了し たら、 「Number （ﾊﾞﾝｺﾞｳ）」 フ ィ ールドの左にある機能ボタ ンを押し て、 このフ ィ ールド に

進みます。 番号を編集し ない場合は、 手順 7 を参照し て く ださい。

6. ダイヤルパッ ド を使用し て、 この短縮ダイヤルエン ト リの番号を編集し ます。 番号の許容文字数は、 特殊文字

およびスペースを含め、 最大 24 文字です。

注：

注 : フ ィ ールド内のテキス ト の末尾に移動するには、 「Number （ﾊﾞﾝｺﾞｳ） 」 フ ィ ールドの右にある機能

ボタ ンを使用し ます。 フ ィ ールド内テキス ト の先頭に移動するには、 「Number （ﾊﾞﾝｺﾞｳ） 」 フ ィ ー

ルドの左にある機能ボタ ンを使用し ます。 左側の列の先頭にある機能ボタ ンを押すと、 名前編集画

面に戻り ます。

7. 変更し終わったら、 次の手順のいずれかを行います。

• エン ト リ を保存し て編集画面に戻るには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに 編集画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

8. 他のエン ト リ を編集するには、 手順 3 ～ 7 を繰り返し ます。
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短縮ダイヤルエン ト リの削除

個人用 2420 Telephone デ ィ レ ク ト リ に保存されている短縮ダイヤルエン ト リの情報を削除できます。

保存されている短縮ダイヤルエン ト リ を削除するには

1. ホーム画面で、 ［SpDial （ﾀﾝｼｭｸ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

短縮ダイヤル画面が表示されます。

2. ［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

削除画面が表示されます。

3. 削除対象のエン ト リ に対応する機能ボタ ンを押し ます。

注：

注 : 削除するエン ト リが現在のページに表示されていない場合は、  と   を使用し て短縮ダイヤ

ルリ ス ト を切り替えます。 イ ンデ ッ クス機能を使用し て、 エン ト リが含まれるページに移動する こ

と もできます。

「DELETE this entry? （ｺﾉｴﾝﾄﾘｦ ｻｸｼﾞｮｼﾏｽｶ ?）」 プロンプ ト が表示されます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し たエン ト リ を削除するには、 ［Yes （ﾊｲ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を削除せずに 削除画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を削除せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

5. 他のエン ト リ を削除するには、 手順 3 ～ 4 を繰り返し ます。

コールログ画面

2420 Telephone では、 コールログに最大 100 のエン ト リ を保存できます。 デフ ォル ト では、 2420 Telephone は新し

いすべての呼をログに記録し、 日付と時刻の下に未応答呼の数を表示し ます。 詳細については、 13 ページの 「ホー

ム画面」 を参照し て く ださい。

注：

注 : 電話機の電源が遮断される と、 2420 Telephone はコールログのすべてのエン ト リ を消去し ます。

コールログを無効にし た り、 あるいはログに記録する コールタ イ プを指定するには、 オプシ ョ ン画面のログセ ッ ト

ア ッ プオプシ ョ ンを使用し ます。 詳細については、 42 ページの 「オプシ ョ ン画面」 を参照し て く ださい。 

コールログ情報は、 次の 2 つの画面で表示できます。

• コールログサマ リ画面

• コールログ詳細画面
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コールログサマ リ画面

ホーム画面の ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キーを押すと表示される コールログサマ リ画面には、 次のコール ID 情報が表示

されます。

• 着信呼の場合 ― 発呼者の名前と電話番号（これらの情報が呼処理システムで利用可能な場合）。 発呼者の名前

が 16 文字を超える場合は、 省略されます。

• 発信呼の場合 ― 2420 Telephoneのダイヤルパッ ド で入力し た電話番号。 短縮ダイヤルリ ス ト を使用し て電話

をかけた場合は、 短縮ダイヤルエン ト リの名前と番号がログに表示されます。

注：

注 :  またはその他のシステム短縮ダイヤルボタ ンを使用し て発信し た呼は、 ログに記録できま

せん。

コールログサマ リ画面の各ページには、エン ト リ を 4 件まで表示できます。 ログに記録されたすべてのタ イプのコー

ルログのページを表示するには、  と   を使用し ます。 図 4 を参照し て く だ さい。

図 4: コールログサマ リ画面の例

コールログサマ リ画面には、2 つのソ フ ト キーセ ッ ト があり ます。 最初のソ フ ト キーセ ッ ト では、未応答呼、応答呼、

または発信呼を表示できます。 図 4 を参照し て く ださい。 2 つ目のソ フ ト キーセ ッ ト ではすべてのタ イプのコールロ

グを表示し た り、 表示されたコールログエン ト リ （た と えば、 発信呼のログエン ト リ） を削除する こ とができます。

図 5 を参照し て く だ さい。 ソ フ ト キーの最初のセ ッ ト と 2 つ目のセ ッ ト を切り替えるには、 ［More （ｼｮｳｻｲ）］ ソ フ

ト キーと ［Back （ﾓﾄﾞﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

1 Jane King 732-555-7866

2 Mary Smith 732-555-3322

3 John Jetzt 72488

4 Patty Yee 908-555-1738

More

Use < > to scroll

Select entry to view details

...

...

...

OutgoInAnsMissed
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図 5: 2 つ目のソ フ ト キーセ ッ ト が表示されたコールログサマ リ画面の例

コールタ イ プを選択する と、 選択し たコールタ イ プのソ フ ト キーの横に矢印 （ ） が表示されます。 別のコールタ

イプのソ フ ト キーを押すまで、選択し たコールタ イプのエン ト リが表示されます。 デフ ォル ト では、未応答呼が表示

されます。

最新の呼は、 最初のページの先頭に表示されます。 ログの件数が最大数 （100 件の呼） に達する と、 も っ と も古い通

話情報が自動的に削除されるため、 ログへの記録が中断される こ と な く 続きます。 さ らに、特定のエン ト リ を コール

ログ詳細画面で削除する こ とができます。

注：

注 : コールログサマ リ画面にアクセス し、 コールログの未応答呼の情報を表示する と、未応答呼カウン

タは 0 にリ セ ッ ト されます。

ログサマ リ内の特定エン ト リの詳細を表示するには、 そのエン ト リ に対応するボタ ンを押し て、 コールログ詳細画

面にアクセス し ます。

1 Jane King 732-555-7866

2 Mary Smith 732-555-3322

3 John Jetzt 72488

4 Patty Yee 908-555-1738

Done

Use < > to scroll

Select entry to view details

...

...

...

BackDeleteAll
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コールログサマ リ画面での操作

コールログサマ リ画面での操作

目的 押下するボタ ン

特定ログエン ト リの情報を表示する エン ト リ に対応するボタ ン

コールログエン ト リの次のページを表示する

コールログエン ト リの前のページを表示する

応答し ていない呼 （未応答呼） を表示する ［Missed （ﾐｵｳﾄｳ）］ ソ フ ト キー

応答し た着信呼を表示する ［InAns （ｵｳﾄｳ）］ ソ フ ト キー

発信呼を表示する ［Outgo （ﾊｯｼﾝ）］ ソ フ ト キー

コールログのすべてのエン ト リ を表示する。 2420 
Telephone に、 応答エン ト リ、 未応答エン ト リ、

および発信エン ト リ を表示し ます。

［All （ｽﾍﾞﾃ）］ ソ フ ト キー

表示されたコールログのすべてのエン ト リ を削除

する

［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］ ソ フ ト キー

イ ンデ ッ クス機能を使用し て特定のエン ト リ を素

早 く 見つける

注：

注 : イ ンデ ッ ク ス機能の使用時は、

電話機がオ ン フ ッ ク にな っ て

いる必要があ り ます。

ダイヤルパッ ド で 0 を押すと、 最初のコールログエン ト リ に

移動し ます。

1 を押すと、 10 番目のコールログエン ト リが含まれるページ

が表示されます。 
2 を押すと、 20 番目のコールログエン ト リが含まれるページ

が表示されます。

3 を押すと、 30 番目のコールログエン ト リが含まれるページ

が表示されます。

4 ～ 9 のキーを押すと、 40 番目から 50 番目のコールログエ

ン ト リが含まれるページが表示されます。

前に作業し ていたホーム画面に戻る ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キー

ホーム画面のページ 1 に戻る  （随時）
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コールログ詳細画面

コールログサマ リ画面からアクセスする コールログ詳細画面では、 次のこ とができます。

• コールタ イプや呼の発着信の日付と時間などの追加情報を表示

• この画面から直接、 表示されたエン ト リ に電話をかける。 詳細については、 35 ページの 「コールログの使用」

を参照し て く ださい。

図 6 に、 コールログ詳細画面の例を示し ます。

図 6: コールログ詳細画面の例

画面の左上隅に表示される数値は、 この呼のログサマ リ内での順番を示し ます。 右上隅にはコールタ イプが表示さ

れます。 表示される コールタ イプは、 「Answered （ｵｳﾄｳ）」、 「Un-answered （ﾐｵｳﾄｳ）」、 または 「Outgoing
（ﾊｯｼﾝ）」 です。 応答呼と発信呼の場合、 画面の右下隅に通話時間が表示されます。

4 Un-Answered

Patty Yee

908-555-1738

12:34pm 3/29/02

Call Delete Save Done

CALL LOG

Choose action below
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コールログ詳細画面での操作

コールログ詳細画面での操作

目的 押下するボタ ン

表示されたエン ト リ に電話をかける ［Call （ｺｰﾙ）］ ソ フ ト キー

次のコールログエン ト リ を表示する

前のコールログエン ト リ を表示する

イ ンデ ッ クス機能を使用し て特定のエン ト リ を素

早 く 見つける

注：

注 : イ ンデ ッ ク ス機能の使用時は、

電話機がオ ン フ ッ ク にな っ て

いる必要があ り ます。

ダイヤルパッ ド で 0 を押すと、 最初のコールログエン ト リ に

移動し ます。

1 を押すと、 10 番目のコールログエン ト リが表示されます。 
2 を押すと、 20 番目のコールログエン ト リが表示されます。

3 を押すと、 30 番目のコールログエン ト リが表示されます。

4 ～ 9 のキーを押すと、 40 番目から 50 番目のコールログエ

ン ト リが表示されます。

選択し たエン ト リ を削除する ［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］ ソ フ ト キー

選択し たエン ト リ を短縮ダイヤルエン ト リ と し て

保存する

［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キー

前に作業し ていたコールログサマ リ画面に戻る ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キー

ホーム画面のページ 1 に戻る  （随時）
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コールログの使用

電話機の工場出荷時のコールログ機能は、 応答呼、 未応答呼、 および発信呼を記録する よ う に設定されています。

コールログを無効にし た り、 あるいはログに記録する コールタ イプを変更する手順については、 46 ページの 「コー

ルログセ ッ ト ア ッ プ （コールログ設定）」 を参照し て く だ さい。

コールログの表示

コールログに記録されたすべての呼のリ ス ト を表示するには

1. ホーム画面で、 ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログサマ リ画面が表示されます。

2. 表示対象のコールタ イプのエン ト リ に対応する ソ フ ト キーを押し ます。 未応答呼、 応答呼、 発信呼から選択で

きます。 デフ ォル ト では、 未応答呼が表示されます。 すべてのエン ト リ を表示する場合は、 ［More （ｼｮｳｻｲ）］ ソ

フ ト キーを押し、 次に ［All （ｽﾍﾞﾃ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

3.  と   を使用し て、 コールログサマ リ ページをスク ロールし ます。

4. 特定のエン ト リの情報を表示するには、 そのエン ト リ に対応するボタ ンを押し ます。

該当エン ト リのコールログ詳細画面が表示されます。

5.  を押し て、 ホーム画面に戻り ます。

コールログを使用し た呼の発信

コールログのエン ト リ に電話をかけるには

1. ホーム画面で、 ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログサマ リ画面が表示されます。

2.  と   を使用し て、 コールログサマ リ ページをスク ロールし ます。

3. 発信先のエン ト リが見つかったら、 そのエン ト リ に対応するボタ ンを押し ます。

該当エン ト リのコールログ詳細画面が表示されます。

4. ［Call （ｺｰﾙ）］ ソ フ ト キーを押し て、 電話をかけます。 

注：

注 : この方法は、 内線に直接電話をかける場合に使用できます。 外線番号に電話をかけるには、 オフ

フ ッ クにし てから、 外線にアクセスするために必要な番号 （ 「9」 など） をダイヤルし ます。 次に、

［Call （ｺｰﾙ）］ ソ フ ト キーを押し て、 電話をかけます。
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短縮ダイヤルリ ス ト へのコールログエン ト リの保存

コールログのエン ト リ を短縮ダイヤルリ ス ト に保存するには

1. ホーム画面で、 ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログサマ リ画面が表示されます。

2.  と   を使用し て、 コールログサマ リ ページをスク ロールし ます。

3. 保存するエン ト リが見つかったら、 そのエン ト リ に対応するボタ ンを押し ます。

該当エン ト リのコールログ詳細画面が表示されます。

4. ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

名前編集画面に、 コールログからの名前および番号情報が表示されます。

5. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 現在の画面に表示されたエン ト リ をそのまま短縮ダイヤルリ ス ト に保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ） ］ ソ フ ト

キーを押し ます。

• 名前を編集するには、「Name （ﾅﾏｴ）」 フ ィ ールドの左にある機能ボタ ンを 2 回押し ます。 名前の先頭にカー

ソルが表示されます。 変更し ます。 カーソルの左側にある文字を削除するには、 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）］

機能ボタ ンを使用し ます。 フ ィ ールド内のすべての文字を削除するには、 ［Clear （ｸﾘｱ）］ 機能ボタ ンを使用

し ます。 電話番号を編集する場合は、次の箇条書き項目を参照し て く ださい。 変更を入力し終えたら、［Save
（ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 電話番号を編集し て、外線にアクセスするために必要な番号 （「9」 など） を含めるには、「Number （ﾊﾞﾝｺﾞｳ）」

フ ィ ールドの左にある機能ボタ ンを 2回押し ます。 電話番号の先頭にカーソルが表示されます。 変更し ます。

カーソルの左側にある文字を削除するには、 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）］ 機能ボタ ンを使用し ます。 フ ィ ー

ルド内のすべての文字を削除するには、 ［Clear （ｸﾘｱ） ］ 機能ボタ ンを使用し ます。 変更を入力し終えたら、

［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

エン ト リが、 短縮ダイヤルリ ス ト に保存されます。

注：

注 : 「Speed Dial List Full （ﾀﾝｼｭｸﾀﾞｲﾔﾙﾘｽﾄﾌﾙ）」 とい う メ ッ セージが表示されたら、 新しいエン ト リ を

追加する前に、 短縮ダイヤルリ ス ト のい く つかのエン ト リ を削除する必要があり ます。

コールログエン ト リの削除

コールログの任意のエン ト リ を削除するには

1. ホーム画面で、 ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログサマ リ画面が表示されます。

2.  と   を使用し て、 コールログサマ リ ページをスク ロールし ます。

3. 削除するエン ト リが見つかったら、 そのエン ト リ に対応するボタ ンを押し ます。

該当エン ト リのコールログ詳細画面が表示されます。

4. ［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログから エン ト リが削除されます。
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コールログのすべてのエン ト リ を削除するには

1. ホーム画面で、 ［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログサマ リ画面が表示されます。

2. 特定のコールタ イプのエン ト リ を削除するには、 該当する ソ フ ト キーを押し ます。 すべてのエン ト リ を削除す

る場合は、 ［More （ｼｮｳｻｲ）］ ソ フ ト キーを押し、 次に ［All （ｽﾍﾞﾃ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

選択し たコールタ イプのエン ト リが表示されます。

3. ［Delete （ｻｸｼﾞｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

全削除確認画面が表示されます。

4. ［Erase （ｼｮｳｷｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

コールログから エン ト リが削除されます。

ラベル操作画面

ホーム画面の ［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キーを押し てアクセスする ラベル操作画面では、 次のこ と を行えます。

• 呼処理システムでプログラムされた回線 / 機能ボタ ン ラベルのカス タ マイズ

• 呼処理システムでプログラムされたデフ ォル ト の回線 / 機能ボタ ン ラベルの表示

• 変更し た回線 / 機能ボタ ン ラベルの消去、 および呼処理システムのデフ ォル ト ラベルのリ ス ト ア

図 7 に、 ラベル操作画面を示し ます。

図 7: ラベル操作画面

Edit Inspect Restore Done

Choose action below
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ラベル操作画面での操作

注：

注 : 回線 / 機能ボタ ン ラベルの管理操作中は、 実行可能な操作に応じ て、 画面の下部に表示される ソ フ

ト キーが変わり ます。 

注：

注 : ラベル選択画面で回線 / 機能ボタ ンのラベルを変更し ている間は、 電話機のダイヤルパッ ド を使用

し てダイヤルする こ とはできません。 

ラベル操作画面での操作

目的 押下するボタ ン

回線 / 機能ボタ ンのラベルを変更する ［Edit （ﾍﾝｼｭｳ）］ ソ フ ト キー

回線 / 機能ボタ ンのシステムデフ ォル ト ラベルを表示する ［Inspect （ｶｸﾆﾝ）］ ソ フ ト キー

すべての回線 / 機能ボタ ンのカス タ マイズし たラベルを削除

し、 すべてのシステムラベルを リ ス ト アする

［Restore （ﾘｾｯﾄ）］ ソ フ ト キー

前に作業し ていたホーム画面に戻る ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キー。 下記の注

を参照。

ホーム画面のページ 1 に戻る  （随時）
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回線 / 機能ボタ ンのラベルの管理

ラベル操作画面では、 次のこ とができます。

• 2420 Telephone および EU24拡張モジュール（接続されている場合）の回線 /機能ボタ ン ラベルのカス タ マイズ

• 呼処理システムの回線 / 機能ボタ ン ラベルの表示

• すべての回線 / 機能ボタ ンのデフ ォル ト ラベルのリ ス ト ア

この画面にアクセスするには、 ホーム画面で ［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

ラベルの編集

電話機および EU24 拡張モジュール （接続されている場合） の回線 / 機能ボタ ンのラベルを変更できます。 これらの

新しいラベルは、 2420 Telephone に保存されます。

回線 / 機能ボタ ンのラベルを編集するには

1. ホーム画面で、 ［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

ラベル操作画面が表示されます。

2. ［Edit （ﾍﾝｼｭｳ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

ラベル選択画面が表示されます。

注：

注 :  と   を使用し て、 編集対象のラベルを見つける こ とができます。

3. 2420 Telephone または EU24 拡張モジュール （接続されている場合） で、 編集する ラベルに対応する機能ボタ

ンを押し ます。

ラベル編集画面が表示されます。 「New Label （ｼﾝｷﾗﾍﾞﾙ） 」 フ ィ ールド に、 カス タ マイズされた現在のラベル

（カス タ マイズされている場合） が表示され、 「System Label （ｼｽﾃﾑﾗﾍﾞﾙ）」 フ ィ ールド にシステムデフ ォル ト

ラベルが表示されます。 

システムラベルを変更し ていない場合は、 「New Label （ｼﾝｷﾗﾍﾞﾙ） 」 フ ィ ール ド の横に下線が表示されます。

コールアピアラ ンス回線を選択し ている場合、 「New Label （ｼﾝｷﾗﾍﾞﾙ）」 フ ィ ールドの横に文字 （「a」 など） と

スペースが表示されます。 この文字と スペースを削除するには、 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）］ 機能ボタ ンを 2 回

押し ます。

システムラベルを変更し ている場合は、 「New Label （ｼﾝｷﾗﾍﾞﾙ）」 フ ィ ールド に表示された情報の最終文字の後

に下線が表示されます。
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4. ダイヤルパッ ド を使用し てラベルを編集し ます。 最大 13 文字を入力できます。 デフ ォル ト では、 最初に入力し

た文字は大文字で表示され、 それ以降の文字は小文字で表示されます。

注：

注 : 大文字と小文字を切り替えるには、 ［Case （ｼﾌﾄ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 名前と名字の間にス

ペースを挿入するには、 ［Space （ｽﾍﾟｰｽ）］ ソ フ ト キーを使用し ます。 特殊文字を入力する場合、 *
（アス タ リ ス ク） キーを使用する と、 ピ リ オ ド と ア ス タ リ ス ク を切 り 替え る こ と がで き ます。 #
（シ ャープ） キーを使用する と、 ハイ フ ン と シ ャープを切り替える こ とができます。 カーソルの左

側にある文字を削除するには、 ［Backspace （ﾊﾞｯｸｽﾍﾟｰｽ）］ 機能ボタ ンを使用し ます。 フ ィ ールド

内のすべての文字を削除するには、 ［Clear （ｸﾘｱ） ］ 機能ボタ ンを使用し ます。 文字を消去せずに

カーソルを左へ移動するには、  を使用し ます。 文字を消去せずにカーソルを右へ移動するに

は、  を使用し ます。

注：

注 : システムラベルを リ ス ト アする場合は、 ［Clear （ｸﾘｱ） ］ 機能ボタ ンを押し て、 フ ィ ールド内のす

べての文字を削除し ます。 このフ ィ ールド を空白のままにし て、 手順 5 を参照し て く だ さい。

5. 変更し終わったら、 次の手順のいずれかを行います。

• エン ト リ を保存し てラベル選択画面に戻るには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに ラベル選択画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

6. 他のエン ト リ を編集するには、 手順 3 ～ 5 を繰り返し ます。

システムラベルの表示

呼処理システムの回線 / 機能ボタ ンのシステムラベルを表示できます。

システムラベルを表示するには

1. ホーム画面で、 ［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

ラベル操作画面が表示されます。

2. ［Inspect （ｶｸﾆﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

ラベル参照画面が表示されます。 この画面には、2420 Telephone のシステムラベルが表示されます。 EU24 拡張

モジュールが接続されている場合、 これらのシステムラベルは EU24 拡張モジュールにも表示されます。

3.  と   を使用し て、2420 Telephone のラベル参照画面のページをスク ロールし ます。 EU24 拡張モジュー

ルが接続されている場合は、 EU24 拡張モジュールの ［Alternate Display］ ボタ ンを使用し てシステムラベルを

表示し ます。
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4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• ラベル操作画面に戻るには、 ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

システムラベルのリ ス ト ア

回線/機能ボタ ンに対し て作成し たカス タムラベルを削除し、呼処理システムのシステムラベルを リ ス ト アできます。

注：

注 : この手順では、すべての回線 / 機能ボタ ンのシステムラベルを リ ス ト ア し ます。 特定の回線 / 機能ボ

タ ンのシステムラベルを リ ス ト アする場合は、そのボタ ンのラベルを削除し ます。 39 ページの 「ラ

ベルの編集」 を参照し て く ださい。

システムラベルを リ ス ト アするには

1. ホーム画面で、 ［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

ラベル操作画面が表示されます。

2. ［Restore （ﾘｾｯﾄ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

ラベルリ ス ト ア画面が表示されます。

3. ［Erase （ｼｮｳｷｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

消去確認プロンプ ト が表示されます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• カス タムラベルを消去し てシステムラベルを リ ス ト アするには、 ［Erase （ｼｮｳｷｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• カス タムラベルの消去と システムラベルのリ ス ト アを行わずに ラベル操作画面に戻るには、 ［Cancel
（ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• カス タムラベルの消去と システムラベルのリ ス ト アを行わずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、

を押し ます。
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オプシ ョ ン画面

ホーム画面で ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し てアクセスするオプシ ョ ン画面では、 次のオプシ ョ ンを設定で

きます。

• 着信音パターン

• 画面コ ン ト ラス ト

• ログセ ッ ト ア ッ プ

• 着信表示 （着信時ラ ンプ点滅）

• 呼の着信時に、 ホーム画面の代わり に現在の画面を表示し続けるかど うか （電話画面表示オプシ ョ ン）

• 短縮ダイヤルを使用し て電話をかける と きに、 2420 Telephone に短縮ダイヤル画面を表示し続けるかど うか

（短縮ダイヤル表示維持オプシ ョ ン）

• 自己診断 （テス ト ）

• 表示モー ド ― 標準表示モー ド（8つの回線 /機能ボタ ン）またはコールセン ターモー ド（12の回線 /機能ボタ ン）

• 言語 ― 英語、 ド イ ツ語 （Deutsch）、 フ ラ ンス語 （Français）、 スペイ ン語 （Español）、 イ タ リ ア語 （Italiano）、

オラ ンダ語 （Nederlands）、 ポル ト ガル語 （Português）、 または日本語 （カ タ カナ）

オプシ ョ ン画面では、 ユーザー設定の一部またはすべてを消去し て、 2420 Telephone をデフ ォル ト 設定に戻すこ と

もできます。

図 8 に、 オプシ ョ ン画面の例を示し ます。

図 8: オプシ ョ ン画面の例

Ring Options : Self Test

Contrast : Display Mode

Log Setup : Erase

Miscellaneous : Language

Done

Select OPTION above

...
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オプシ ョ ン画面での操作

注：

注 :  を押すと、 2 番目の画面が表示されます。 この画面では、 ハン ド セ ッ ト 、 ヘ ッ ド セ ッ ト または

スピーカホンの自動ゲイ ン コ ン ト ロール （Automatic Gain Control、 AGC） 機能を有効または無効

にできます。 このデフ ォル ト 設定は、 変更し ないこ と を強 く お勧めし ます。 ただ し、 補聴器を使用

し ている方の場合は、 ハン ド セ ッ ト の AGC 機能を無効にし たほうが良い場合があり ます。 デフ ォ

ル ト 設定を変更する と、 音質に悪影響を及ぼす可能性があ り ます。 詳細については、 システム管理

者に問い合わせて く ださい。

ユーザー設定オプシ ョ ンの選択

着信音パターン

着信オプシ ョ ン画面の着信音パターンオプシ ョ ンでは、 着信音パターンからお好みの電話機の着信音を選択できま

す。 8 つのパターンから選択可能です。

注：

注 : 着信音パターンオプシ ョ ン画面での操作中に着信呼を受信する と、呼処理を行いやすいよ う に自動

的にホーム画面が表示されます。

ユーザー設定着信音パターンを選択するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Ring Options （ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ 機能ボタ ンを押し ます。

着信オプシ ョ ン画面が表示されます。

3. ［Ring Pattern （ﾖﾋﾞﾀﾞｼｵﾝﾊﾟﾀｰﾝ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

着信音パターン選択画面に現在の着信音パターンが表示されます。

4.  と  、 またはダイヤルパッ ド を使用し て、 8 つの着信音パターンを切り替えます。

オプシ ョ ン画面での操作

目的 押下するボタ ン

オプシ ョ ンを選択する 対応するボタ ン

前に作業し ていたホーム画面に戻る ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キー

ホーム画面のページ 1 に戻る  （随時）
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注：

注 : 特定の着信音パターンを聞 く には、 着信音パターン番号が選択された状態で ［Play （ｻｲｾｲ）］ ソ フ

ト キーを押し ます。

5. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た着信音パターンを保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 確認 ト ーンが鳴り、 着信

オプシ ョ ン画面に戻り ます。

• 着信音パターンを変更せずに 着信オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 着信音パターンを変更せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

注：

注 : 選択操作中にオフ フ ッ クにし た り、 あるいは着信や停電が発生し た場合は、操作プロセスがキャ ン

セルされるため、 手順を始めからやり直さ なければな り ません。

着信表示 （着信時ラ ンプ点滅）

着信オプシ ョ ン画面の着信時ラ ンプ点滅オプシ ョ ンでは、着信呼のビジュアルアラー ト を選択できます。 着信時ラ ン

プ点滅オプシ ョ ンを有効にする と、 呼の着信時に着信音が鳴る と と もに、 2420 Telephone の表示画面の上にある ラ

ンプが点滅し ます。 デフ ォル ト では、 着信時ラ ンプ点滅オプシ ョ ンは無効にされています。

着信時ラ ンプ点滅オプシ ョ ンを設定するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Ring Options （ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

着信オプシ ョ ン画面が表示されます。

3. ［Flash Message Lamp （ﾒｯｾｰｼﾞﾗﾝﾌﾟｦ ﾃﾝﾒﾂ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

オプシ ョ ン設定が下線付きで表示されます。

4. ［Yes/No （ﾊｲ･ｲｲｴ）］ ソ フ ト キーまたはボタ ン 6 を押し て、 着信時ラ ンプ点滅を有効にするかど うかを指定し

ます。
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5. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た設定を保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 確認 ト ーンが鳴り、 オプシ ョ ン画面

に戻り ます。

• 設定を保存せずに オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 設定を変更せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

電話画面表示

着信オプシ ョ ン画面の電話画面表示オプシ ョ ンでは、 呼の着信時に、 2420 Telephone にホーム画面と着信音が鳴っ

ている コールアピアラ ンス回線が表示されるよ う に設定できます。 ただし、呼の着信時にホーム画面ではな く 現在の

画面を表示し続ける場合は、 この機能を無効にする必要があ り ます。 デフ ォル ト では、電話画面表示オプシ ョ ンは無

効にされています。 

電話画面表示オプシ ョ ンを設定するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Ring Options （ﾖﾋﾞﾀﾞｼ ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ 機能ボタ ンを押し ます。

着信オプシ ョ ン画面が表示されます。

3. ［Show Phone Screen （ﾃﾞﾝﾜｶﾞﾒﾝｦﾋｮｳｼﾞ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

この行に下線が表示されます。

4. ［Yes/No （ﾊｲ･ｲｲｴ）］ ソ フ ト キーまたは機能ボタ ン 7 を押し て、 電話画面表示オプシ ョ ンを有効にするかど う

かを指定し ます。

5. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た設定を保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 確認 ト ーンが鳴り、 オプシ ョ ン画面

に戻り ます。

• 設定を保存せずに オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 設定を変更せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。
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画面コ ン ト ラス ト

オプシ ョ ン画面のコ ン ト ラス ト オプシ ョ ンでは、 電話機の表示画面のコ ン ト ラス ト レベルを選択できます。 15 のコ

ン ト ラス ト レベルから選択できます。

コ ン ト ラス ト レベルを選択するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Contrast （ｺﾝﾄﾗｽﾄ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

画面コ ン ト ラス ト 画面が表示されます。

3.  と   を使用し て、 コ ン ト ラス ト のレベルを調整し ます。

注：

注 : EU24 がご使用の 2420 Telephone に接続されている場合、表示画面には EU24 のコ ン ト ラス ト レベ

ルも表示されます。 該当するボタ ンを押し て、 電話機または EU24 のコ ン ト ラス ト を調整するかど

うかを指定し ます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

新しいコ ン ト ラス ト レベルが設定されます。

コールログセ ッ ト ア ッ プ （コールログ設定）

オプシ ョ ン画面のログ設定オプシ ョ ンでは、 2420 Telephone でログに記録する コールタ イプを指定できます。 次の

コールタ イプがあ り ます。

• 着信応答 （オウ ト ウ）

• 着信未応答 （ ミ オウ ト ウ）

• 発信 （ハッ シン）

複数またはすべてのコールタ イプをログに記録する こ と も、 あるいはどのコールタ イプ も記録し ないこ と も選択で

きます。

注：

注 : コールログサマ リ を表示する手順については、29 ページの「コールログ画面」 を参照し て く だ さい。
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コールログに表示する コールタ イプを指定するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Log Setup （ﾛｸﾞｾｯﾃｲ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

コールログ設定画面が表示されます。 現在の ［Yes/No （ﾊｲ･ｲｲｴ） ］ 設定が、 選択されている項目と し て下線付

きで表示されます。

3. 表示画面の右側の該当するボタ ンを押し ます。 例えば、 コールタ イプに応答呼を選択するには機能ボタ ン 6 を

押し、 ボタ ンを 1 回押し て ［Yes/No （ﾊｲ･ｲｲｴ）］ 設定を変更し ます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た設定を保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 確認 ト ーンが鳴り、 オプシ ョ ン画面

に戻り ます。

• エン ト リ を保存せずに オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• エン ト リ を保存せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

注：

注 : ［Save （ﾎｿﾞﾝ） ］ ソ フ ト キーを押すと、 指定し たコールタ イ プ と一致し ないすべてのエン ト リが、

コールログから削除されます。

表示モー ド （コールセン ターモー ド）

デフ ォル ト では、 2420 Telephone の各画面ページには、8 つの回線 / 機能ボタ ンが表示されます。 オプシ ョ ン画面の

表示モー ド オプシ ョ ンでは、 最初の 2 つの画面ページそれぞれに、 12 の回線 / 機能ボタ ンが表示されるよ う に選択

できます。 この表示画面は、 コールセン ターに最適です。

表示モー ド オプシ ョ ンを設定するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Display Mode （ﾋｮｳｼﾞﾓｰﾄﾞ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

表示モー ド画面が表示されます。

3. ［Yes/No （ﾊｲ･ｲｲｴ） ］ ソ フ ト キーを押すか、 あるいは設定の右にあるボタ ンを押し て、 コールセン ターモー ド

を有効にするかど うかを指定し ます。
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4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た設定を保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 確認 ト ーンが鳴り、 オプシ ョ ン画面

に戻り ます。

• 設定を保存せずに オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 設定を変更せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

注：

注 : コールセン ターモー ド を有効にする と、表示画面の左側に回線 / 機能ボタ ン 1 ～ 4 が表示されます。

右側には回線 / 機能ボタ ン 5 ～ 8 が表示されます。 最初の画面ページでは、 短縮されたラベル付き

の回線 / 機能ボタ ン 17 ～ 20 が、 画面下部に並んで表示されます。 

コールセン ターモー ド では、 回線 / 機能ボタ ン 21 ～ 24 のラベルは、 2 番目の画面ページの下部に並ん
で表示されます。 これらのボタ ン ラベルは、 3 番目の画面ページに同じ順序で繰り返されます。 ソ フ ト
キーのラベルは、 画面下部に表示されます。

消去

オプシ ョ ン画面の消去オプシ ョ ンでは、一部またはすべてのユーザー設定を消去できます。 この画面からは、次の設

定を消去できます。

• 短縮ダイヤルリ ス ト に保存されたすべてのエン ト リ

• コールログに保存されたすべてのエン ト リ

• カス タ マイズされたすべての回線 / 機能ボタ ン ラベル

• 着信音パターン、 着信時ラ ンプ点滅、 電話画面表示、 短縮ダイヤル表示維持などのオプシ ョ ン

注：

注 : コ ン ト ラス ト レベルの設定は変更されません。

• 言語

［All （ｽﾍﾞﾃ）］ 機能ボタ ンを押すと、 5 つの項目すべてが消去対象と し て選択されます。

注：

注 : コ ン ト ラス ト レベルの設定は、 全消去オプシ ョ ンでは変更されません。
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ユーザー設定を消去するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Erase... （ｼｮｳｷｮ ...）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

消去画面が表示されます。

3. 各項目の横にある機能ボタ ンを押し て、 消去対象と し て選択し ます。 すべての項目を消去する場合は、

［All （ｽﾍﾞﾃ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

選択し た各設定の横にアイ コ ン （ ） が表示されます。

注：

注 : 項目を選択解除するには、 も う一度機能ボタ ンを押し ます。

4. ［Erase （ｼｮｳｷｮ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

消去確認画面に、 この操作はやり直すこ とができないこ と を通知する メ ッ セージが表示されます。

5. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た設定を消去するには、 ［Erase （ｼｮｳｷｮ） ］ ソ フ ト キーを押し ます。 選択し た設定が消去され、 オプ

シ ョ ン画面に戻り ます。

• 設定を消去せずに オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 設定を消去せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。 

短縮ダイヤル表示維持画面

オプ シ ョ ン画面の短縮ダ イヤル表示維持オプ シ ョ ン では、 短縮ダ イヤルを使用 し て電話をかける と き に、 2420
Telephone に短縮ダイヤル画面を表示し続けるよ う に設定できます。 このオプシ ョ ンを有効にする と、短縮ダイヤル

を使用し て電話をかける と きに、 2420 Telephone のホーム画面が自動的に表示されず、 短縮ダイヤル画面が表示さ

れたままにな り ます。 短縮ダイヤル表示維持オプシ ョ ンは、1 回の呼で複数の短縮ダイヤルをダイヤリ ングする場合

に便利です。 一例と し て、銀行の電話番号をダイヤリ ングするスピ－ド ダイヤルとは別に、口座番号をダイヤリ ング

する短縮ダイヤルがある場合が挙げられます。 デフ ォル ト では、短縮ダイヤル表示維持オプシ ョ ンは無効になってい

ます。 

短縮ダイヤル表示維持オプシ ョ ンを設定するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Miscellaneous （ｿﾉﾀ）］ 機能ボタ ンを押し ます。

短縮ダイヤル表示維持画面で、 （ﾀﾝｼｭｸﾀﾞｲﾔﾙﾉﾏﾏ :） の選択肢が表示されます。
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3. ［Yes/No （ﾊｲ･ｲｲｴ）］ ソ フ ト キーまたは機能ボタ ン 6 を押し て、 短縮ダイヤル表示維持を有効にするかど うか

を指定し ます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 選択し た設定を保存するには、 ［Save （ﾎｿﾞﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 確認 ト ーンが鳴り、 オプシ ョ ン画面

に戻り ます。

• 設定を保存せずに オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Cancel （ｷｬﾝｾﾙ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 設定を変更せずに ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。

自己診断 （テス ト ）

オプシ ョ ン画面に表示される自己診断 （テス ト ） オプシ ョ ンは、 2420 Telephone のラ ンプ と表示画面コ ンポーネン

ト の動作を検証し ます。 この画面は、 2420 Telephone のフ ァームウ ェ アバージ ョ ン、 リ ン クステータ ス、 およびモ

ジュールステータ スに関する情報も提供し ます。 

注：

注 : ［Test （ﾃｽﾄ）］ ソ フ ト キーを押し下げている間は、 電話をかけた り、 ダイヤルパッ ド と呼処理ボタ

ンを使用する こ とはできません。 呼への応答は、 ハン ド セ ッ ト を使用し て行う こ とができます。

2420 Telephone に自己診断を実行させるには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Self Test （ﾃｽﾄ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

自己診断 （テス ト ） 画面が表示されます。

3. ［Test （ﾃｽﾄ）］ ソ フ ト キーを押し たままにし て、 診断プロセスを開始し ます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• 診断モー ド を終了し てオプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

• 診断モー ド を終了し てホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。
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言語

2420 Telephone 設置時の画面表示テキス ト は、 英語に設定されています。 オプシ ョ ン画面の言語オプシ ョ ンでは、

次の言語を選択できます。

• ド イ ツ語 （Deutsch）

• フ ラ ンス語 （Français）

• スペイ ン語 （Español）

• イ タ リ ア語 （Italiano）

• オラ ンダ語 （Nederlands）

• ポル ト ガル語 （Português）

• 日本語 （カ タ カナ）

画面の表示言語を選択するには

1. ホーム画面で、 ［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キーを押し ます。

オプシ ョ ン画面が表示されます。

2. ［Language （ｹﾞﾝｺﾞ）］ 機能ボタ ンを押し ます。 

言語選択画面が表示されます。

3. テキス ト の表示に使用する言語の横にあるボタ ンを押し ます。

画面テキス ト が、 選択し た言語で再表示されます。

4. 次の手順のいずれかを実行し ます。

• オプシ ョ ン画面に戻るには、 ［Done （ｼｭｳﾘｮｳ）］ ソ フ ト キーを押し ます。 

• ホーム画面のページ 1 に戻るには、  を押し ます。 

選択し た言語が保存されます。
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交換機で設定される特定機能の使用

下記の機能は、 システム管理者によ って 2420 Telephone の機能ボタ ン と し て設定されている場合、 あるいは必要な

機能特番 （FAC） が提供されている場合にのみ使用できます。

システム短縮ダイヤル / 自動ダイヤリ ング （AD）

システム短縮ダイヤル （AD） 機能は、 選択し た電話番号を保存し て、 素早 く 簡単にダイヤルでき るよ う にし ます。

それぞれの番号は、 完全または部分的な電話番号、 内線番号、 あるいは ト ラ ン クや機能特番にする こ とが可能で、 最

大 24 桁にできます。 システム短縮ダイヤルには 4 つのリ ス ト タ イプ （個人用、 グループ、 システムおよび拡張リ ス

ト ） があ り、 合計 3 つのリ ス ト を使用できます。 3 つの使用リ ス ト のう ち、 システムリ ス ト と拡張リ ス ト はそれぞれ

1 つしか使用できません。 個人用リ ス ト では、 ユーザーが番号を登録できます。 グループ リ ス ト では、 グループ リ ス

ト の管理者が番号を登録し ます。 システムリ ス ト と拡張リ ス ト は、 システム管理者が登録し ます。

注：

注 : システム短縮ダイヤル / 自動ダイヤリ ング機能を使用し てかけた電話は、 発信呼がログに記録され

るよ う に 2420 Telephone をプログラムし ている場合でも、 コールログに保存されません。

システム短縮ダイヤルリ ス ト ボタ ンまたは機能特番 （FAC） を使用し て電話をかけるには

1. システム短縮ダイヤルリ ス ト ボタ ン （設定されている場合） を押すか、 あるいは リ ス ト 1、 リ ス ト 2 またはリ

ス ト 3 に対応するシステム短縮ダイヤルリ ス ト 番号をダイヤルし ます。

2. 発信音が聞こえたら、 対象のリ ス ト 項目 （1、 2、 3...） をダイヤルし ます。

注：

注 : 拡張リ ス ト も使用できる場合があるので、 システム管理者に問い合わせて く だ さい。

システム短縮ダイヤルリ ス ト に保存されていない システム短縮ダイヤルボ タ ンに番号を登録する こ と も できます。

この自動ダイヤリ ング番号は最大 16 桁にする こ とができ、 5 文字のラベルを付けられます。

システム短縮ダイヤルボタ ンに番号を登録するには

注：

注 : システム短縮ダイヤルボタ ンだけでな く 、 ［Abr Program （ﾀﾝｼｭｸﾄｳﾛｸ）］ ボタ ン も設定されている

必要があ り ます。 この機能を使用する と、 スピーカがア ク テ ィ ブにな り ます。  を押し て も

登録モー ドは終了し ません。 表示画面を更新し て登録モー ド を終了するには、 電話を切る必要があ

り ます。

1. ［Abr Program （ﾀﾝｼｭｸﾄｳﾛｸ）］ ボタ ンを押し ます。

2. 表示画面のプロンプ ト に従い、 番号と ラベルを登録し ます。

3. # キーを押し て、 エン ト リ を保存し ます。

4. 登録する別のシステム短縮ダイヤルボタ ンを押し ます。

注：

注 : 登録中に間違えて入力し た場合は、 # キーを押し てエン ト リ を保存し、 手順を始めからやり直し ま

す。
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システム短縮ダイヤルボタ ンを使用し て電話をかけるには

システム短縮ダイヤルボタ ンを押し て、 登録済みの番号の自動ダイヤリ ングを行います。

不在転送

可変不在転送機能は、 かかっ てきたすべての電話を、 指定の内線または外線番号に一時的に転送し ます。 ただ し シ

ステムの設定によ っては、 外線への自動転送は制約される場合もあ り ます。

すべての着信呼を選択し た内線番号または外線番号に一時的に転送するには

1.  （ﾌｻﾞｲﾃﾝｿｳ） ボタ ン （設定されている場合） を押すか （オン フ ッ クまたはオフ フ ッ ク時） 、 あるいは

不在転送機能特番 （FAC） をダイヤルし ます （オフ フ ッ ク時）。   

注：

注 : コ ン ソールパ ミ ッ シ ョ ンを持っている内線の場合は、 次に、 転送元の内線番号をダイヤルし、 発信

音を待ちます。

2. 発信音が聞こえたら、 転送先の内線番号または電話番号をダイヤルし ます。

3. 確認 ト ーンが聞こえたら、 電話を切り ます。

不在転送をキャ ンセルするには

も う一度  ボタ ンを押すか （オン フ ッ ク時）、 あるいは 不在転送キャ ンセル番号をダイヤルし ます （オフ フ ッ

ク時）。       

コールパーク

コールパーク機能では、 自分の電話機で呼を保留にし、 別の内線でその呼に応答できます。

コールパークボタ ンが設定されている場合に自分の内線の通話を （別の内線で応答できるよ う） 保留に

するには

1. （ｺｰﾙﾊﾟｰｸ） を押し ます。 

2. 電話を切り ます。

Call Fwd

Call Fwd

Call Park
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コールパークボタ ンが設定されていない場合に自分の内線の通話を （別の内線で応答できるよ う ） 保留

にするには

1.  を押し ます。     

2. コールパーク機能特番 （FAC） を入力し ます。   

3. 確認 ト ーンが聞こえたら、 電話を切り ます。

別の内線で保留に された呼に応答するには

1. ハン ド セ ッ ト を持ち上げるか、 または  を押し ます。

2. AnswerBack 機能特番 （FAC） をダイヤルし ます。   

3. 発信音が聞こえたら、 呼を保留にし た内線番号をダイヤルし ます。   

自分の電話機で保留にし た通話に戻るには、 ユーザー自身の内線番号をダイヤルし ます。

コールピ ッ クア ッ プおよび内線指定コールピ ッ クア ッ プ

コールピ ッ ク ア ッ プ機能では、 ピ ッ ク ア ッ プグループ内の別の内線にかかっ てきた電話に応答できます。 内線指定

コールピ ッ ク ア ッ プ機能が使用可能な場合は、 ピ ッ ク ア ッ プグループの メ ンバの内線でな く ても、 特定の内線にか

かってきた電話に応答する こ とができます。

電話機がアイ ド ル状態のと き、 ピ ッ ク ア ッ プグループのメ ンバにかかってきた電話に応答するには

 （ｺｰﾙﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ） ボタ ン （設定されている場合） を押すか、 あるいは コールピ ッ クア ッ プ機能特番 （FAC）

をダイヤルし ます。

着信先の電話機の着信音が止ま り、 呼び出し中の呼に接続されます。

オフ ィ ス内の別の人にかかっ てきた電話に直接応答するには

注：

注 : 内線指定コールピ ッ クア ッ プ機能は、同僚が席を離れている間、代わって電話に応答するために設

計されています。 この場合、 同じ ピ ッ クア ッ プグループのメ ンバである必要はあ り ません。 

1.  （ｼﾃｲﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ） ボタ ンを押すか、 あるいは 内線指定コールピ ッ クア ッ プ機能特番 （FAC） をダイ

ヤルし ます。

2. 着信音が鳴っている電話機の内線番号をダイヤルし ます。

着信先の電話機の着信音が止ま り、 呼び出し中の呼に接続されます。

CallPickup

DirCall PkUp
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Leave Word Calling （LWC）

Leave Word Calling （LWC） 伝言機能は、 別の内線にいる相手に、 電話をかけ直し て く れるよ う メ ッ セージを残し

ます。 被呼者がオペレータ、ボイス メ ールシステム、 またはカバレ ッ ジユーザーなどのメ ッ セージサービスをダイヤ

ルする と、 以下の情報を提供する短い標準メ ッ セージが電話機の LCD に表示されます。

• 発呼者の名前と内線番号

• 電話をかけた日付と時刻

• 電話をかけた回数

電話に応答がない場合、 カバー ト ーンやビジー ト ーンが聞こ えた場合、 または保留にされた場合、 内線

番号をダイヤルし た後に メ ッ セージを残すには 
 ボタ ン （設定されている場合） を押し、 確認 ト ーンが聞こえてから電話を切り ます。       

着信先の電話機のメ ッ セージラ ンプが点灯し ます （設定されている場合）。

注：

注 : リ オーダ ト ーンが聞こえた場合、 メ ッ セージは保存されていません。 手順をやり直し ます。

内線を呼び出さずに メ ッ セージを残すには

1.  ボタ ンを押すか、 あるいは LWC 機能特番 （FAC） をダイヤルし ます （オフ フ ッ ク時）。

2. 発信音が聞こえたら、 内線番号をダイヤルし て確認 ト ーンが聞こえるのを待ちます。

着信先の電話機のメ ッ セージラ ンプが点灯し ます （設定されている場合）。

3. 電話を切り ます。

LWC のメ ッ セージをキャ ンセルするには

注：

注 : ボイス メ ールユーザーに対し て残し た メ ッ セージはキャ ンセルできません。

1.  （LWC ｷｬﾝｾﾙ） ボタ ン （設定されている場合） を押すか （オン フ ッ ク またはオフ フ ッ ク時）、 ある

いは LWC キャ ンセル番号をダイヤルし ます （オフ フ ッ ク時）。

2. 発信音が聞こえたら、 内線番号をダイヤルし て確認 ト ーンが聞こえるのを待ちます。

注：

注 : リ オーダ ト ーンが聞こえた場合、 メ ッ セージはキャ ンセルされていません。 手順をやり直し ます。

LWC

LWC

Cancel LWC
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離席機能 （SAC）

離席機能 （SAC） は、 すべての着信呼をボイス メ ールシステム、 または同じ システム内の別の内線に送信し ます。 優
先コールと自動コールバッ クは、 離席機能では転送されません。

注：

注 : この機能を使用するには、 システム管理者が内線のカバレ ッ ジパスを設定する必要があり ます。

優先コールと自動コールバッ ク を除いたすべての呼を カバレ ッ ジパスに即時転送するには

1.  （ﾘｾｷ） ボタ ンを押すか （オン フ ッ ク時） 、 あるいは SAC 機能特番 （FAC） をダイヤルし ます （オ

フ フ ッ ク時）。 

2. 確認 ト ーンが聞こえるのを待ちます。

注：

注 : 機能特番 （FAC） 特番を使用し た場合にのみ、 確認 ト ーンが聞こえます。

離席機能をキャ ンセルするには

1. も う一度  ボタ ンを押すか （オン フ ッ ク時）、 あるいは SAC キャ ンセル番号をダイヤルし ます （オフ

フ ッ ク時）。

2. 確認 ト ーンが聞こえるのを待ちます。

ウ ィ スパーページ

ウ ィ スパーページ機能では、 適切な許可を持っ ている場合、 別の内線で通話中の相手にアナウンスをする こ とがで

きます。 ウ ィ スパーページ機能は、 着信先への片方向通話パスを提供し ます。 着信先の内線にいる相手は、 こ ち ら側

の声を聞 く こ とはできますが、話すこ とはできません。 他の回線で通話し ている両者には、着信ウ ィ スパーページを

通知するビープ音が聞こえます。 ただ し、 アナウンスは、 対象の内線にいる相手にしか聞こえません。 も う一方の相

手は、 アナウンスを聞 く こ とができません。 ウ ィ スパーページを行った と きに、対象の内線にいる相手が通話を求め

る場合、 その相手は  （ｳｨｽﾊﾟｰｵｳﾄｳ） ボタ ンを押すこ とができます。

注：

注 : ウ ィ スパーページをアクテ ィ ブにし た時点で、着信先の相手が電話機を使用し ていなければ、 その

呼は通常の呼に変換されます。

注：

注 : ウ ィ スパーページ呼は、 システム内の各人がブロ ッ クできます。 ウ ィ スパーページ呼をブロ ッ クす

るには、  （ｳｨｽﾊﾟｰｵﾌ） ボタ ンを押し ます。 ウ ィ スパページがオフにされる と、 ウ ィ ス

パーページの発呼者にはビジー ト ーンが聞こえます。

Send Calls

Send Calls

WhisperAnbk

WhisperOff
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別の内線で通話中の相手に、 電話がかかっ てきているなどの重要なアナウンスを行う には

1. オフ フ ッ ク時に、  （ｳｨｽﾊﾟｰｵﾝ） ボタ ンを押すか、 あるいは  ウ ィ スパーページ機能特番 （FAC） を

ダイヤルし、 内線番号をダイヤルし ます。

通話中の両者にビープ音が聞こえます。

着信先の相手にのみ、 こ ち ら側のアナウンスが聞こえます。 

2. 着信先の相手に話し ます。

その相手が通話を求める場合、 相手が  ボタ ンを押すと、 こ ち ら側の電話機で双方向の通話パス

が提供されます。 着信先の内線のも う一方の呼が保留にされ、その相手には会話が聞こえな く な り ます。 呼が完

了する と、 通話相手は保留にし た呼の回線ボタ ンを押すこ とができます。

ウ ィ スパーページに応答するには

1. ウ ィ スパーページを受信する と、 ビープ音が聞こえてから、 発信側の声が聞こえます。 ウ ィ スパーページの発

信側と通話し たい場合は、  ボタ ンを押し ます。 既存の呼は保留にされ、ウ ィ スパーページの発信

側との通話が可能にな り ます。 

2. ウ ィ スパーページ呼が終わったら、 保留にし た呼の回線ボタ ンを押し ます。

WhisperAct

WhisperAnbk

WhisperAnbk
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表示機能の使用

以下の機能は、システム管理者によ って 2420 Telephone の機能ボタ ン と し て設定されている場合にのみ使用できま

す。

コールタ イマーおよびタ イマー

コールタ イマー機能と タ イマー機能は、 通話の経過時間を測定し ます。 

コールタ イマー機能をア ク テ ィ ブにする と、 ユーザーがこの機能をオフにするまで、 すべての呼の通話時間が自動

的に 測定されます。

ユーザーが手動でオン / オフ を切り替える タ イマー機能機能では、 通話時間を測定する呼を個別に 決定できます。 

これらの機能を使用できるかど うかについて調べるには、 システム管理者に問い合わせて く だ さい。

コールタ イマー機能を使用し て通話時間を測定するには

1.  （ｺｰﾙﾀｲﾏｰ） ボタ ン （設定されている場合） を押し ます。

コールタ イマー機能をオフにするまで、 すべての呼の通話時間が自動的に測定されます。

2. コールタ イマー機能をオフにするには、 も う一度  ボタ ンを押し ます。

タ イマー機能を使用し て個別の通話時間を測定するには

1.  （ﾀｲﾏｰ） ボタ ン （設定されている場合） を押し ます。

2. タ イマーを停止し、 表示画面を消去するには、 も う一度  ボタ ンを押し ます。 通話時間が 3 秒間表示され

ます。

デ ィ レ ク ト リ

デ ィ レ ク ト リ機能では、呼処理システムデ ィ レ ク ト リ内のユーザー名をダイヤルパッ ド で入力する こ とによ って、そ

のユーザーの内線番号を検索できます。

デ ィ レ ク ト リ で名前を検索するには

1.  （ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ） ボタ ン （設定されている場合） を押し ます。

2. ダイヤルパッ ド キーで、 選択する名前を次のよ う に入力し ます。

名字、 コ ンマ （ ）、 名前またはイニシャル

3. 続いて調べるデ ィ レ ク ト リ名ご とに、  （ﾂｷﾞﾍ） ボタ ンを押し ます。  ボタ ンは、 システム管理者が

設定する必要があ り ます。

4. 新しい名前を検索するには、  ボタ ンを押し、 手順 2 と 3 を繰り返し ます。

5. デ ィ レ ク ト リ を終了するには、  を押し ます。

Call Timer

Call Timer

Timer

Timer

Directory

*
Next Next

Directory
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表示画面に表示された名前に電話をかけるには

1. ハン ド セ ッ ト を持ち上げます。

2. 名前が表示された状態で、  （ﾋｮｳｼﾞｺｰﾙ） ボタ ン （設定されている場合） を押すか、 あるいは 
 ボタ ンが電話機にない場合は、  を押し てからダイヤルパッ ド で番号をダイヤルし ます。

注：

注 : ハン ド セ ッ ト を置いたままでも実行できます。 このシステム機能が使用可能になっている場合は、

 ボタ ンを押すと スピーカホンが自動的にオンにな り ます。

発信者確認

発信者確認機能は、 通話中に着信呼の関連情報を表示し ます。 

発信者確認機能を使用するには

1.  （ｺｰﾗｰｶｸﾆﾝ） ボタ ン （設定されている場合） を押し ます。

2. 該当する回線ボタ ンを押し ます。

表示画面に情報が表示されます。 現在の呼は接続されたままです。

3. 保留にし た呼に戻るには、  を押し てから、 保留中の呼の回線ボタ ンを押し ます。

Make Call

Make Call

Make Call

Inspect
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ト ーン と その意味

注：

注 : 以下の表に、 着信音と フ ィ ー ドバッ ク ト ーンご との初期値を記載し ます。 「意味」 コ ラムの説明が

ご使用のシステムに対し て当てはまるかど うかは、 システム管理者にお問い合わせ く だ さい。

着信音は、 着信呼によ って発生し ます。 

フ ィ ー ドバッ ク ト ーン とは、 ハン ド セ ッ ト 、 ヘ ッ ド セ ッ ト またはスピーカから聞こえる ト ーンのこ と です。

着信音

着信音 意味

着信音 1 回 別の内線からの呼

着信音 2 回 外線またはオペレータからの呼

着信音 3 回 別の内線からの優先コールまたは自動コールバッ クから

の呼

短い着信音

（ピン とい う音）

離席機能または不在転送機能がアク テ ィ ブになっている

ため、 ユーザーの電話機から別の電話機に転送されてい

る呼

フ ィ ー ドバッ ク ト ーン

ト ーン 意味

ビジー 毎分 60 回繰り返される低音。 この ト ーンは、 ダイヤル

し た番号が通話中である こ と を示し ます。

キャ ッ チホン

リ ングバッ ク

低い音の信号が最後に付 く リ ングバッ ク ト ーン。 この

ト ーンは、 着信先の内線が通話中である こ と を示し ま

す。 被呼者には、 キャ ッ チホン ト ーンが聞こえます。 
キャ ッ チホン リ ングバッ ク ト ーンが聞こえた場合、 自動

コールバッ ク をアクテ ィ ブにする こ とができます。

確認 3 回の短い断続音。 この ト ーンは、 システムが機能のア

クテ ィ ブ化またはキャ ンセルを受け入れたこ と を示し ま

す。

カバー 1 回の短い断続音。 この ト ーンは、 呼が別の内線に転送

され、カバレ ッ ジユーザーによ って応答される こ と を示

し ます。

１ / ２

◆
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ダイヤル 連続音。 この ト ーンは、 ダイヤルを開始できる こ と を示

し ます。

割り込み /
タ イムアウ ト

交互に鳴る高音 と 低音。 この ト ーンは、 ダ イヤルのエ

ラーまたは要求し たサービスが受け付け られなかっ た

こ と を示し ます。 あるいは、 ハン ド セ ッ ト を持ち上げて

から、または前の数字をダイヤルし てから事前設定し た

時間 （通常は 10 秒間） 内に続 く 番号がダイヤルされな

かったこ と を示し ます。

リ コールダイ

ヤル

3 回の短い断続音に続 く 一定の発信音。 この ト ーンは、

要求し た機能をシステムが受け入れたこ と を示し ます。

ダイヤルを開始できます。

リ オーダ 毎分120回繰り返される速いビジー ト ーン。 この ト ーン

は、 すべての ト ラ ン クがビジーである こ と を示し ます。

リ ングバッ ク 毎分 15 回繰り返される低音。 この ト ーンは、 ダイヤル

し た番号の着信音が鳴っている こ と を示し ます。

フ ィ ー ドバッ ク ト ーン

ト ーン 意味

２ / ２



62 2420 Digital Telephone ユーザーズガイ ド

 



第 3 版 2004 年 11 月 63

 

索引

索引

数字
200A アナログ （U.S.） 補助イ ン タ フ ェースモジュール .9
201A レ コーダイ ン タ フ ェースモジュール .  .  .  .  .  .  .  .9
2420 Telephone のコ ンポーネン ト .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 10
20A ス タ ン ド   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .9
2420 Telephone

個人用デ ィ レ ク ト リ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 22
サポー ト される言語 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 51
着信音  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 60
表示機能  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58
フ ィ ー ドバッ ク ト ーン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 60

2420 Telephone の表示画面.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

A
AD ボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 52
AGC 機能  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43

C
［Call （ｺｰﾙ）］ ソ フ ト キー.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 35
［Case （ｼﾌﾄ）］ ソ フ ト キー  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .28, 40
［Contrast （ｺﾝﾄﾗｽﾄ）］ 機能ボタ ン   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46

D
［Display Mode （ﾋｮｳｼﾞﾓｰﾄﾞ）］ 機能ボタ ン  .  .  .  .  .  .  . 47

E
［Erase （ｼｮｳｷｮ）］ ソ フ ト キー   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 49
EU24 拡張モジュール .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 9
EXIT ボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

H
HEADSET ボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

L
［Label （ﾗﾍﾞﾙ）］ ソ フ ト キー   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 37
［Language （ｹﾞﾝｺﾞ）］ 機能ボタ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 51
［Log Setup （ﾛｸﾞｾｯﾄｱｯﾌﾟ）］ 機能ボタ ン   .  .  .  .  .  .  .  . 47
［Log （ﾛｸﾞ）］ ソ フ ト キー  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 36
LWC  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 55

M
MUTE ボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

O
［Option （ｵﾌﾟｼｮﾝ）］ ソ フ ト キー.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 42, 46

P
［Play （ｻｲｾｲ）］ ソ フ ト キー   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 44

R
［Ring Pattern （ﾖﾋﾞﾀﾞｼｵﾝﾊﾟﾀｰﾝ）］ 機能ボタ ン  .  .  .  .  . 43

S
［Self Test （ﾃｽﾄ）］ 機能ボタ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 50
SPEAKER ボタ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

T
［Test （ﾃｽﾄ）］ ソ フ ト キー  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 50

あ
安全について  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 10
イ ンデ ッ クス機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 25
ウ ィ スパーページ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 57
エン ト リの削除  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 29
オプシ ョ ン.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43

画面コ ン ト ラス ト  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46
言語   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 51
コールセン ターモー ド .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 47
自己診断 （テス ト ）   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 50
消去   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 48
全消去  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 48
短縮ダイヤル表示維持.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 49
着信音パターン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43
着信時ラ ンプ点滅  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 44
着信表示 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 44
電話画面表示.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 45
表示モー ド .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 47
ログ設定オプシ ョ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46

オプシ ョ ン画面  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 42
ナビゲー ト する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43

音量コ ン ト ロールボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11



64 2420 Digital Telephone User’s Guide

 

索引

か
会議機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 21
回線 / 機能ボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11, 15
概要  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .7
画面コ ン ト ラス ト  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46
画面コ ン ト ラス ト レベル  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 48
グループ聴取機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .9
言語オプシ ョ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 51
呼

応答する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 17
会議する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 21
スピーカホン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 19
スピー ド ダイヤル  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 18
転送する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 20
発信する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 18
保留にする .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 18
リ ダイヤルする   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 19

交換機で設定される特定機能

ウ ィ スパーページ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 57
コールパーク .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 53
コールピ ッ クア ッ プ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 54
システム短縮ダイヤルボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 52
伝言呼  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 55
離席機能 （SAC） .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 56

コール ID .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 30
コールアピアラ ンス回線表示 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 15
コールセン ター機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .8
コールセン ターモー ド .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8, 13, 47

ボタ ン表示 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 48
コールタ イプ   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 33
コールタ イマー  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58
コールパーク   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 53
コールピ ッ クア ッ プ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 54
コールログ

エン ト リ を保存する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 36
セ ッ ト ア ッ プする  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46
表示する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 35

コールログ画面  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 29
コールログ機能  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 35
コールログサマ リ画面.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .30, 32
コールログ詳細画面 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .33, 34
呼処理機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 17
呼処理ボタ ン   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11
個人用デ ィ レ ク ト リ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .22, 26
個人用デ ィ レ ク ト リ呼.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 18

さ
サポー ト されるオプシ ョ ンデバイス  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .9
サポー ト されるヘ ッ ド セ ッ ト .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8

自己診断 （テス ト ） オプシ ョ ン   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 50
自己診断モー ド  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 50
システム短縮ダイヤルボタ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 52
自動ゲイ ン コ ン ト ロール機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43
自動ダイヤリ ング .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 52
消去オプシ ョ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 48
ステータ スアイ コ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 16
スピーカホン機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 19
スピーカホン通話 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 19
全消去オプシ ョ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 48
全消去機能ボタ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 49
ソ フ ト キー.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11

た
タ イマー .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58
ダイヤリ ングにおける決ま り .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 26
ダイヤルパッ ド  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11
短縮ダイヤルエン ト リの追加 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 26
短縮ダイヤルエン ト リの編集 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 28
短縮ダイヤル画面 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 22

ナビゲー ト する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 24
短縮ダイヤル表示維持オプシ ョ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 49
短縮ダイヤル表示維持画面 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 49
短縮ダイヤルリ ス ト .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 25, 29

イ ンデ ッ クス機能  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 25
エン ト リ を追加する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 26
エン ト リ を編集する .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 28
コールログのエン ト リ を保存する   .  .  .  .  .  .  .  .  . 36

短縮ダイヤルリ ス ト のエン ト リの削除 .  .  .  .  .  .  .  .  . 29
チ ェ ッ ク リ ス ト  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 12
着信音 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 60
着信音パターン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43
着信時ラ ンプ点滅オプシ ョ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 44
着信表示オプシ ョ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 44
着信表示機能ボタ ン .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 44, 45
デ ィ レ ク ト リ   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58
デ ィ レ ク ト リ機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 22
転送機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 20
電話画面表示オプシ ョ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 45
ト ラ ン ク ID   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  15

な
内線指定コールピ ッ クア ッ プ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 54
ナビゲー ト する  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 32, 34

は
発信者確認.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 59
発信者表示.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 15
表示機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58



第 3 版 2004 年 11 月 65

 

索引

コールタ イマー   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58
デ ィ レ ク ト リ .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 58
発信者確認 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 59

表示モー ド オプシ ョ ン.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 47
フ ィ ー ドバッ ク ト ーン.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 60
不在転送 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 53
ホーム画面 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 13

ページをナビゲー ト する.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 14
ボタ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11
保留機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 18

ま
メ ッ セージサービス .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 55
メ ッ セージの再生 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 22
メ ッ セージラ ンプ  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11, 22

や
矢印キー .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 11
ユーザー設定オプシ ョ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 43
ユーザーチ ェ ッ ク リ ス ト   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 12

ら
ラス ト ナンバーダイヤル機能 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 19
ラベル  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 39
ラベル操作画面  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 37

ナビゲー ト する   .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 38
離席機能 （SAC）.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 56
リ ダイヤル機能  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 19
コールログエン ト リの保存  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 36
ログセ ッ テイオプシ ョ ン  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 46



66 2420 Digital Telephone User’s Guide

 

索引


	2420 Digital Telephone ユーザーズガイド リリース4
	目次
	概要
	コールセンターユーザーのサポート
	オプションデバイスのサポート
	安全について

	2420 Telephoneのコンポーネント
	2420 Telephoneユーザーチェックリスト
	ホーム画面
	ホーム画面ページのナビゲート
	コールアピアランス回線と発信者表示
	ステータスアイコン

	呼処理機能
	応答
	発信
	短縮ダイヤル
	保留
	リダイヤル
	スピーカホン
	転送
	会議通話

	メッセージの再生
	メッセージ

	短縮ダイヤル画面
	短縮ダイヤル画面での操作

	短縮ダイヤルリストの管理
	短縮ダイヤルエントリへのクイックアクセス
	短縮ダイヤルエントリの編集
	文字の入力
	ダイヤリングにおける決まり
	短縮ダイヤルエントリの追加
	短縮ダイヤルエントリの編集
	短縮ダイヤルエントリの削除


	コールログ画面
	コールログサマリ画面
	コールログサマリ画面での操作
	コールログ詳細画面
	コールログ詳細画面での操作

	コールログの使用
	コールログの表示
	コールログを使用した呼の発信
	短縮ダイヤルリストへのコールログエントリの保存
	コールログエントリの削除

	ラベル操作画面
	ラベル操作画面での操作

	回線/機能ボタンのラベルの管理
	ラベルの編集
	システムラベルの表示
	システムラベルのリストア

	オプション画面
	オプション画面での操作

	ユーザー設定オプションの選択
	着信音パターン
	着信表示（着信時ランプ点滅）
	電話画面表示
	画面コントラスト
	コールログセットアップ（コールログ設定）
	表示モード（コールセンターモード）
	消去
	短縮ダイヤル表示維持画面
	自己診断（テスト）
	言語

	交換機で設定される特定機能の使用
	システム短縮ダイヤル/自動ダイヤリング（AD）
	不在転送
	コールパーク
	コールピックアップおよび内線指定コールピックアップ
	Leave Word Calling（LWC）
	離席機能（SAC）
	ウィスパーページ

	表示機能の使用
	コールタイマーおよびタイマー
	ディレクトリ
	発信者確認

	トーンとその意味
	索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


